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わき上がる風てロマンの町づくり

(No.1 69)  

、,̀

建設省大洲工事事務所では、平成 9年 4月 1日から四国電力横林発電所の取水に伴い水がほとんど流れていない

河辺川の減水区間で生態系や景観面から流水の正常な機能を保つ河川維持量を放流することになりました。

放流量は、毎秒0.17トソで ドラム缶にすれば約 1本分です。

主要個所では、水面幅の約20%、水位20セ‘ノ チ程度の流量の回復を見込んで、アユ等がすめるようになり渇水時

にも十分放流できるようになりました。

河川維持流量の放流は、横林発電所は四国では 9カ所目、愛媛県では初めてです。

令月号の主な内容
I I 町民のうごき

＝町 報＝ ＝農林だより＝

衝風おこし運動パート II最近の主な活動報告 2 ~JA育苗セソター活気づく ・18 人口 3, 2 5 1人 (-24)
衝肱川町交流促進セソター鹿野川荘．． 3 層木材・椎茸市況・・・・・・・ .. ・20 

唖平成 9年度一般会計予算 4 層今月の農作業 ・21 男 1, 5 7 2人 (-13)

慢町議会 3月定例会・・ 6 
＝公民館報＝ 女 1, 6 7 9人 (-11)層町職員異動.... 10 

〶農業委員会だ より ．． 12 慢平成 9年度公民館活動方針・ ・22 
世帯数 994猫 (-5)

漫社協だより ... ・15 漫町内教職員の異動・ ・24 

唖林構だより .... 16 唖文化芸能発表会 .. ・26 I I （平成9年 3月31日現在）
0お知らせ .. 28 



c。4。箇 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (2)

三
月
二
十
二
日
（
土
）
、
「
風
お
こ

し
運
動
」
パ
ー
ト

II
の
一
環
と
し
て
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
と
町
を
き
れ
い
に

す
る
運
動
で
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ば
い
運
動
に
は
、
三
十
五

人
が
参
加
し
て
丸
山
公
園
に
町
の
花

で
あ
る
ッ
ツ
ジ
七
百
本
を
植
栽
し
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
、
三
百
本
は
内
子

町
か
ら
寄
贈
を
う
け
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
前
日
ま
で
降
り
続
い
た

雨
も
上
が
り
、
植
栽
に
は
良
い
条
件

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
植
栽
場
所

も
、
元
栗
畑
と
あ
っ
て
土
も
深
く
、

順
調
に
い
け
ば
今
年
、
花
を
咲
か
せ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

町
を
ぎ
れ
い
に
す
る
運
動
で
は
、
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花
い
つ
ば
い
、
町
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
の
推
進

〈
自
然
を
生
か
し
た
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
〉

ふくらむバイオの夢（エビネ）

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究

〈
活
力
あ
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
〉

三
月
十
一
日
（
火
）
中
野
小
学
校
緑

の
少
年
隊
の
六
年
生
十
六
人
が
、
茶

堂
ル

ー
ト
に
巣
箱
を
か
け
ま
し
た
。

早
速
隊
員
た
ち
は
、

河
野
森
林
組
合
長
の

話
を
聞
き
、
巣
箱
を

取
り
付
け
ま
し
た
。

風
お
こ
し
運
動
の

―
つ
に
自
然
保
護
運

動
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
活
動
を
通

し
て
子
供
た
ち
も
風

平
成
八
年
十
月
二
十

九
日
と
三
十
日
に
エ
ビ

ネ
の
人
工
交
配
種
の
無

苗
播
種
実
験
を
七
十
七

本
の
フ
ラ
ス
コ
で
実
施
。

平
成
九
年
三
月
三
日

に
六
十
六
本
の
フ
ラ
ス

コ
か
ら
エ
ビ
ネ
の
発
芽

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

早
け
れ
ば
平
成
十
一
年

春
に
は
初
花
が
見
ら
れ

る
予
定
で
す
。

巣箱かけをする中野小緑の少年隊

お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
然
保
護
運
動
の
促
進



(3)＠。伶。斑 i思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛麟

テープカッ 卜

鹿
野
川
荘

月
四

日
落
成
式

肱
川
町
交
流
促
進
セ
ソ
タ
ー
鹿
野

川
荘
の
落
成
式
が

三
月
二
十
七
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
昨
夜
降
っ
た
雨
も
上
が

り
周
辺
の
桜
も
ほ
こ
ろ
び
は
じ
め
落

成
式
に
ふ
さ
わ
し
い
日
と
な
り
ま
し

た
。
午
前
十
時
半
か
ら
神
事
、
続
い

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
町
長
あ
い
さ
つ
、

工
事
概
要
の
説
明
、
（
株
）
大
建
設
計

工
務
、
西
松
建
設
（
株
）
、
上
田
建
設

（
株
）
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
八
幡
浜
地
方
局

大
洲
出
張
所
長
と
岡
田
県
議
会
議
員

か
ら
来
賓
祝
辞
が
あ
り
、
祝
電
披
露

で
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
号
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
の
で
、
今
回
は
施
設
の
紹
介
を

し
ま
す
。

肱
川
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー

食 堂 ロ ビ

浴 室

和 室

洋 室

大 広 間



＠。伶。額l 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬 (4)

個性をつくる町づくり

37億6,570万円
29億円でスター卜

〔図 l〕 一般会計歳入

1億 2億 3億 4億 口
地方交付税

町 債

県支 出 金

町

繰 越

税

金

国庫支出金

地方譲与税

使用料・手数料

自動車取得税
交付金

財産収入

そ の 他

16億円(55.2%) 口
3億7,910万円(13.1%)

3億7,737万円(13.0%)

1億7.090万円(5.9%)

平
成
九
年
度
の
当
初
予
算
が
、
町
議
会
三
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
は
二
九
億
円
と
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
二
億
七

七
七

0
万
円
（
八

・
七
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
の
主
な
予
算
の
内
容
と
し
て
は
、
前
年
に
引
き
続
き
赤
岩
橋
の
改
良

事
業
、
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る
影
地
地
区
農
道
、
正
山
地
区
集
落

道
の
整
備
を
始
め
、
本
年
度
完
成
予
定
の
団
体
営
肱
栄
農
道
整
備
事
業
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
年
度
は
、
生
活
関
連
施
設
の
整
備
と
し
て
、
斎
場
建
設
本
体
工
事
費

を
予
算
化
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
福
祉
対
策
と
し
て
川
上
地
区
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
設
計
委
託
、
用
地
造
成
工
事
費
等
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
に
、
平
成
九
年
度
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

町
行
政
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国民健康保険特別会計

2億6.850万円

前年度に比べ2.0％の減額

9.000万円(3.1%)

8,002万円(2.8%)

5.100万円(1.8%) 

5.004万円(1.7%) 

＜ 

3,400万円(1.2%) 

4.971万円(1.7%) 

(1万円未滴四捨五入）

簡易水道特別会計

2億900万円

前年度に比べ294.3％の増額

老人保健特別会計

3億8.500万円

前年度に比べ5.2％の増額

1.786万円(0.6%) 
住宅新築資金等貸付特別会計

320万円
前年度に比べ6.7％の増額

歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が

一
六
億

円
と
最
も
多
く
、
半
分
以
上
の
五
五
・

二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
は
、
歳
入
の
五
・
九
％
、

一
億
七
、

0
九
0
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
を
自
主
財
源
と
依
存
財
源
に

分
け
て
み
ま
す
と
、
町
税
や
使
用
料

財
産
収
入
な
ど
の
自
主
財
源
は
三
億

六
、四

ニ―

万
円
で
全
体
の

―
ニ

・

六
％
し
か
な
く
、
地
方
交
付
税
、
国

県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
が
全
体

の
八
七
•
四
％
、

二
五
億
三
、
五
七

九
万
円
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
自
主
財
源
が
少
な

く
財
源
の
大
部
分
を
国
や
県
に
依
存

し
て
い
る
た
め
、
補
助
事
業
等
を
有

効
に
取
り
入
れ
、
最
少
の
経
費
で
効

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
財
政
運
営
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

町民 1人当りの予算額

ー一般会計一

H 9. 3.31現在人口

3,251人

w 
町税 52,568円 歳出額 892,033円



(5) ◎。母。額l 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 饂甜尋

量電置置盪置冨遭 人にやさしい町政

遭重鴻’ 416,175千円
► ダム対策関連事業費・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・
► 風の博物館等施設管理運営費・ ・ ・・・・

．疇署罰≫ 243,205千円
►老人福祉施設費・・ ・ ・ ・・・・・・ ・ ・
► 老人福祉費.............. 

► ) II 上地区特別養護老人ホ ー ム建設事業・・・・ ・ ・
► 児童福祉施設費...•~ ........

帽響事i・ 323,055千円
► 葬祭施設整備事業費・・・ ・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・
► 予防費・・ ・ ・・・ ・ ・・・・ ・・ ・ ・・ ・

► 簡易水道会計繰出金
► し尿・じん芥処理費

“!9罰1i● 486,779千円
► 農業農村活性化事業費・ ・ ・・・・・・・・・・
► 団体営農道新設工事費 ・ ・・・ ・ ・・ ・・・・・ ・・・
► 農村総合整備モデル事業費・ ・ ・・・・ ・ ・
► 農地流動化促進事業費・・ ・・ ・・ ・・ ・・・ ・・
► 林道整備事業費・ ・ ・・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・・・
► 林業山村活性化構造改善事業費

f'ii;1.『疇↓● 47,296千円
► 観光施設整備事業費....…… •

！■国厭≫ 319,892千円
► 道路維持補修費・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28,451万円
► 県道改良負担金・・・•.．．．．．．．．．.. ．．． ．．．． ． 50,000千円

► 町道新設改良費・ ・・ ・・・・・・・ ・ ・・・ ・・・・・ ・・・・・ 147,300千円
► がけくずれ防災対策事業・・・・・ ・ ・..… 12,260千円
► 集会所新築事業・・・•. ． ．.．．．．．．． ．．． ．．．． ．． 31,500千円

I■~ 124千円
► 非常備消防費・ ・ ・・・・・・ ・・ ・・ ・ ・・
► 大洲地区広域消防事務組合負担金

閃■i・t・ 263,412千円
► 小学校管理費. ...... . ....... . ...

► 中学校費.... ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・

► 幼稚園費・・・・・・ ・ ・・・・
► 学校給食費 ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・・・
► 社会教育費・・・・ ・ ・ ・ ・

► 体育施設整備事業

・置・ 層| 647,054千円
► 地方債償還元金•利子・・・・・ ・ ・

〔図 3〕

31,842千円
43,415千円

54,071千円
81,792千円
15,270千円
8,026千円

208,000千円
12,016千円
63,758千円
14,700千円

21,500千円
120,200千円
154,000千円
2,000千円
60,900千円
12,702千円

19,534千円

21,409千円
53,396千円

16,947千円
13,084千円
31,249千円
43,428千円
60,677千円
18,702千円

645,054千円

性質別経費の内訳

平成9年度予算総額

一般会計予算

〔図 2〕 一般会計歳出

7億 6億 5億 4億 3億 2億 1億

6億4.705万円(22.3%)

4億8.678万円(16.8%)

4億1,618万円(14.4%)

3億2.306万円(11.1%)

3億1.989万円(11.0%) 

2億6.341万円(9.1%)

2億4.321万円(8.4%)

7.612万円(2.6%)

6.302万円(2.2%)

4.730万円(1.6%) 

1,398万円(0.5%) 

(1万円未満四捨五入）

公

農林水産費

総

衛

土

教

民

消

議

商

そ

債

務

生

木

育

生

防

会

工

の

費

費

費

費

費

費

費

費

費

他

歳
出
で
は
公
債
費
が
六
億
四
、
七

0
五
万
円
と

一
番
多
く
ニ
ニ
・
三
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
近
年
の

景
気
対
策
事
業
の
実
施
に
伴
う
借
入

金
の
増
加
等
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の

内
四
億
五
、

0
0
0
万
円
程
は
地
方

交
付
税
に
よ
り
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
農
林
水
産
費
の
四
億
八
、

六
七
八
万
円
（

一
六
・
八
％
）
総
務
費

の
四
億
一
、
六
一
八
万
円
(

-
四
•
四

％
）
衛
生
費
三
億
二
、

三

0
六
万
円

(
-
―
•

一
％
）
な
ど
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。歳

出
を
性
質
別
に
み
る
と
〔
図
3
〕

の
と
お
り
、
義
務
的
経
費
が
―

二
億

一
、
九
七
七
万
円
で
全
体
の
四
ニ
・

-
％
を
占
め
、
普
通
建
設
事
業
費
等

の
投
資
的
経
費
が

一
0
億

一
、
0
1

八
万
円
、

三
四
・
八
％
を
占
め
て
い

ま
す
。



＠。母。径l 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂麟 (6) 

国長所信表明I

【
平
成
九
年
三
月
定
例
会

（
＝
一
月
十
一
日
】

積

極

的

に

事

基
盤
つ
<
り
‘
経
済
の
活
性
ー
を
推
進

平
成
九
年
度
の
基
本
方
針
と
諸
施
策
の
大
綱
を
決
定
す
る
町
議
会

三
月
定
例
会
は
、
三
月
十
＿
日
に
招
集
さ
れ
、
三
日
間
の
会
期
で
町

長
か
ら
提
出
さ
れ
た
二
十
六
議
案
、
議
員
か
ら
＿
議
案
が
提
出
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
審
議
の
結
果
、
全
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
説
明
に
先
立
ち
、
町
長
よ
り
平
成
九
年
度
に
の
ぞ
む
所
信
表

明
が
あ
り
、
人
に
や
さ
し
い
町
政
、
ウ
ソ
の
な
い
公
正
な
町
政
を
基

本
に
、
各
事
業
を
積
極
的
に
進
め
た
い
と
、
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
質
問
は
、
三
議
員
か
ら
四
項
目
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

新
年
度
を
迎
え
る
に
当

り
、
ま
た
、
先
の
町
長
選

挙
に
お
い
て
当
選
の
栄
を

賜
り
六
期
目
の
町
政
を
担

当
し
て
い
く
に
当
り
、
一

言
所
信
を
申
し
述
べ
さ
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
、
二
十
年
と
い
う
長
い
間
町

政
を
預
か
ら
し
て
い
た
だ
い
て
ま
い

り
ま
し
た
。
当
初
、
全
く
行
政
経
験

も
な
く
未
熟
で
あ
り
、
御
迷
惑
を
お

か
け
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
が
、
先

輩
の
御
指
導
を
い
た
だ
き
、
経
験
を

積
ま
し
て
い
た
だ
く
に
つ
れ
、
私
自

身
と
し
て
は
し
だ
い
に
力
脹
る
も
の

を
覚
え
、
使
命
惑
に
燃
え
て
取
り
組

み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
二
十
年
と
い
う
長
期
の
光
栄
を

賜
わ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
今
回
、
選
挙
と
い
う
原
点
に

立
っ
て
審
判
を
い
た
だ
き
未
来
を
託

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
誠
に
あ
り

が
た
く
感
激
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

公
選
に
よ
っ
て
そ
の
立
場
を
与
え

ら
れ
る
者
は
、
そ
の
都
度
、
初
心
に

か
え
る
こ
と
が
で
き
、
清
新
澄
剌
と

し
た
心
境
で
こ
れ
か
ら
に
対
処
で
き

る
こ
と
を
、
私
は
幸
せ
に
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
、
全
力
で
取
り
組
み

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

町

議

会

三

月

定

例

会

く
御
指
導
御
支
援
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
平
成
九

年
度
予
算
及
び
財
政
計
画
の
編
成
に

当
た
っ
て
財
政
問
題
を
喫
緊
の
課
題

と
し
、
九
年
度
を
財
政
構
造
改
革
元

年
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。
歳
出

抑
制

・
資
金
の
重
点
・
効
率
的
配
分
・

公
債
異
存
の
脱
却
・
行
政
改
革
の
推

進
な
ど
を
重
点
指
標
と
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
運
営
は
か
な
り
窮
屈
な

も
の
に
な
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
農
山
村
の
経
済
は
公

共
事
業
に
よ
っ
て
活
性
化
が
計
ら
れ

て
き
た
こ
と
は
、
い
な
め
な
い
事
実

で
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
、
今
後

も
積
極
的
に
事
業
に
取
り
組
み
、
基

盤
づ
く
り
、
経
済
の
活
性
化
を
計
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
町
の
財
政
も
苦
し

い
訳
で
あ
り
、
行
政
改
革
、
健
全
財

政
は
町
の
課
題
で
あ
る
こ
と
も
論
を

待
た
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
肱
川
町
の
具
体
的
課
題
に
つ

い
て
考
え
を
述
べ
さ
し
て
い
た
だ
ぎ

ま
す
。現

在
、
町
に
お
い
て
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
山
鳥
坂
ダ
ム
問
題
で
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
受
け
入
れ
、
付
替
道
路

ル
ー
ト
決
定
な
ど
、
私
た
ち
が
懸
命

な
努
力
を
し
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま

し
た
の
に
、
現
状
は
ど
う
で
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。
後
退
し
て
い
る
と
し
か

思
え
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
社
会

情
勢
の
変
化
も
あ
り
ま
す
が
、
国
・

県
・
受
益
者
の
足
並
み
が
今

―
つ
揃
っ

て
い
な
い
こ
と
も
問
題
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
下
流
域
に
対
し
て
も

一
言
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
、

昭
和
十
八
・

ニ
十
年
の
水
害
を
大
洲

で
体
験
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
と
ぎ

の
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
ダ

ム
の
操
作
規
則
云
々
な
ど
と
言
っ

て

お
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、

想
像
を
絶
す
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

洪
水
は
人
命
財
産
に
関
わ
る
こ
と
で

あ
り
、
飲
料
水
も
人
道
上
の
問
題
と

も
い
え
る
訳
で
あ
り
ま
す
。
住
民
各

位
に
無
理
を
言
い
、
ご
理
解
を
い
た

だ
い
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

ダ
ム
を
悪
者
に
す
る
こ
と
は
簡
単
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
で
済
ま
ぬ
も
の
が

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ダ
ム
問
題
が
浮
上
し
て
十
五
年
、

こ
の
こ
と
に
よ
り
肱
川
町
は
悩
み
多

い
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
高
齢
化
も
進
行
し
て
お

り
、
将
来
設
計
も
立
た
ぬ
曖
昧
な
状

況
に
し
て
お
く
こ
と
は
水
没
者
に
申

し
訳
な
く
、
ま
た
、
肱
川
町
も
迷
惑

で
あ
り
ま
す
。
早
く
軌
道
に
乗
せ
、

事
業
推
進
が
計
ら
れ
る
よ
う
関
係
機

関
へ
強
く
要
望
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

次
に
、
ト
マ
ト
の
溶
液
栽
培
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
各
位
に

御
心
配
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
町

と
し
ま
し
て
は
、
現
代
の
農
業
情
勢

を
踏
ま
え
、
そ
の
転
換
を
計
る

一
助

に
も
と
考
え
、
取
り
組
み
を
し
て
お

り
ま
す
。
議
会
の
御
承
認
も
得
て
、

大
谷
の
施
設
も
発
注
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
早
く
完
成
し
、
予
子
林

共
々
軌
道
に
乗
せ
、

二
億
円
産
業
と

し
た
い
決
意
で
あ
り
ま
す
。
技
術
を

要
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

困
難
も
あ
り
ま
す
が
、
他
に
目
標
も

立
た
な
い
状
況
で
あ
り
、
是
非
と
も

目
的
完
遂
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

林
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
国

の
財
政
上
の
こ
と
も
あ
り
、
事
業
の

今
後
の
方
向
も
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
林
構
事
業
も

九
年
度
で
終
了
し
、
今
後
は
「
流
域
」

と
い
う
考
え
方
が
中
心
に
な
っ
て
く

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

林
業
の
使
命
、
森
林
の
も
つ
役
割
は

不
変
で
あ
り
ま
す
。
肱
川
林
業
の
振

興
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。

商
工
業
の
こ
と
に
つ
い
て
も
悩
み

多
い
状
況
で
あ
り
、

過
疎
化
・
広
域

化
と
と
も
に
技
術
・
情
報
の
高
度
化

の
中
で
一
層
の
創
意
工
夫
が
必
要
で

あ
り
、
努
力
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ダ

ム
に
よ
る
岩

谷
・
鹿
野
川
振
興
計
画
を
取
り
ま
と

め
中
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
も
肱
川
の

未
来
に
関
わ
り
深
い
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
土
地
利
用
計
画
を
定
め
、

宅
地
造
成
、
ま
た
、
簡
水
、
そ
の
他

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
と
め
定
住
促

進
を
計
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
四
月
に

オ
ー
プ
ソ
し
ま
す
鹿
野
川
荘
は
地
域

密
着
の
経
営
方
針
で
地
域
と
と
も
に

発
展
さ
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
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年
度
よ
り
着
手
さ
れ
ま
す
。
植
樹
計

森

繁

夫

議

員

画

・
温
泉
対
策
な
ど
を
進
め
、
肱
川

の
観
光
事
業
の
進
展
を
計
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
選
挙
中
も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
こ
〗
六
期
目
に
臨
む
行
政

り
、
六
期
目
を
人
に
や
さ
し
い
町
政
、
次
女
勁
R

に

つ

い

て

ウ
ソ
の
な
い
公
正
な
町
政
を
基
本
に

二
十
年
目
の
選
挙
と
な
り
ま
し
た

積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
町
長
選
は
、
よ
り
以
上
に
町

よ
ろ
し
く
御
支
援
御
協
力
く
だ
さ
い
民
の
方
々
の
行
政
に
対
す
る
関
心
を

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
感
じ
て
お

な
お
、
特
別
職
の
任
期
が
四
月
十
り
ま
す
。
立
候
補
さ
れ
ま
し
た
お
ニ

二
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
私
人
は
、
「
町
の
舵
取
り
は
私
が
」
と
い

の
選
挙
・
年
度
替
り
・
鹿
野
川
荘
オ
ー
う
こ
と
で
強
い
決
意
の
も
と
、

勇
気

。フ
ソ
と
大
変
取
り
込
ん
で
お
り
ま
す
と
信
念
を
も
っ
て
立
ち
上
が
ら
れ
た

の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
任
期

一

わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意

杯
勤
め
て
い
た
だ
き
ま
し
て
満
了
前
を
表
し
ま
す
。

に
人
事
案
件
の
臨
時
議
会
を
開
か
し
そ
こ
で
、
六
期
連
続
当
選
を
果
た

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
さ
れ
ま
し
た
町
長
に
、
三
点
に
絞
り

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

所
信
表
明
を
終
わ
り
ま
す
。

一

、

町
長
は
、
今
回
の
選
挙
に
臨
み
、

「
課
題
山
積
、
今
こ
そ
続
投
を
」
と
訴

え
ら
れ
、
町
民
の
方
々
か
ら
信
頼
さ

れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

四

一パ

ー
セ
ソ
ト
の
不
信
任
票
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
お

ら
れ
る
の
か
。

二
、
二

十
年
間
に
積
み
重
ね
ら
れ
た

実
績
は
高
く
評
価
し
、
敬
意
を
表
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
目
的
の
事
業
を
実

施
し
て
い
く
段
階
で
の
意
見
の
相
違

．

手
法
に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
の
考
え

方
と
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

六
期
目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

今
、
町
民
の
方
々
の
声
、
周
囲
の
声

に
よ
り
耳
を
傾
け
、
行
政
に
反
映
さ

れ
た
い
。

三
、
私
は
、
大
野
町
長
は
清
潔
で
清

新
な
首
長
で
あ
る
と
確
信
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
選
挙
を
通

じ
、
多
選
に
対
す
る
住
民
の
見
解
は

厳
し
く
、
そ
の
こ
と
を
十
分
心
し
て

臨
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

当
選
さ
れ
、
感
激
さ
れ
て
お
り
ま

す
今
の
町
長
の
見
解
を
、
伺
い
ま
す
。

〔町
長
〕
四
一

パ
ー
セ
ン
ト
の
不
信

任
票
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
の
質

問
で
す
が
、
私
は
今
回
の
選
挙
で
も
、

住
民
の
皆
さ
ん
を
信
頼
し
、
当
選
を

確
信
し、

豊
か
な
心
で
た
た
か
っ
て

参
り
ま
し
た
。

一
般
的
に
、
選
挙
に
な
っ
た
場
合

批
判
票
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
意
味

の
票
が
重
な
っ

て
三
分
の一

く
ら
い

の
数
が
出
る
の
は
、

普
通
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

立
派
な
方
が
懸
命
の
努
力
を
さ
れ

た
結
果
で
す
か
ら
相
当
数
の
得
票
を

と
ら
れ
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
私
は
、

四一

パ
ー
セ
ン
ト
を

不
信
任
票
だ
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
数
字
に
特
別
な
こ
と
を
考

え
て
お
ら
ず、

競
争
す
れ
ば
当
然
出

て
来
る
数
字
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
自
然
体
で
た
た
か
い
四

百
十
二
票
の
票
差
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
激
し
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
の
町
政
の
進
め
方
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
私
に
反
省
す
べ

き
点
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
お
詫
び
い

風
お
こ
し
運
動
を
十
年
、
町
長
は

風
お

こ
し
パ
ー

ト
H
を
打
ち
出
さ
れ

二
年
に
な
り
ま
す
。
風
お
こ
し
パ
ー

ト
II
は
肱
川
町
の
町
民
憲
章
の
理
念

に
基
づ
き
、
五
つ
の
項
目
か
ら
な
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
町
民
が
特
に
輿
味
を
も

ち
、
行
政
と

―
つ
に
な
っ

て
行
動
し

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
二
年
た
っ
た
今
日
、

私
は
風
お
こ

し
パ
ー
ト
II
は
具
体
性

に
欠
け
て
い

て
、
町
民
に
分
か
り
に

く
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す。
今
後
も
風
お
こ

し
運
動
に
こ
だ
わ

ら
れ
る
の

で
し
た
ら、

町
民
に
分
か

巳
風
お
こ
し
及
び

パ
ー
ト
II
に

つ

い

て

泉

福
男
議
員

た
し
ま
す
が
、
民
王
政
治
で
あ
れ
ば

こ
そ
決
断
、
断
行
す
る
考
え
な
く
し

て
は
混
迷
す
る
ば
か
り
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

三
点
目
の
多
選
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
の
私
の
気
持
ち
に
つ
い
て
は
、

所
信
表
明
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

今
日
ま
で
私
は
、
期
を
経
る
に
つ

れ
更
な
る
心
燃
ゆ
る
も
の
を
感
じ
て

や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
一
期
二
期
心

新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
合
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

り
や
す
く
具
体
的
に
説
明
し
、
ま
た
、

町
民
か
ら
の
意
見
も
聞
き
、

町
長
が

言
わ
れ
て
い
る
「
や
る
気
」
を
引
き

出
す
努
力
を
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

三
点
に
つ
い
て
町
長
の

考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
風
お

こ
し
パ

ー
ト
II
を
今
後
ど

の
よ
う
に
舵
取
り
さ
れ
る
の
で
す
か
。

二
、
私
は
、
風
お
こ

し
運
動
は
人
づ

く
り
が
最
も
大
切
な
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
の
分
野

だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
心
が
動
き
、

具
体
化
す
る
時
点
で
産
業
課
が
担
当

す
る
方
が
よ
い
の
で
は
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

三
、
風
お
こ
し
運
動
は
、

町
民
が
主

役
だ
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
意
見
を

聞
く
た
め
、
部
落
常
会
訪
問
を
さ
れ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

〔
町
長
〕
一
、
風
お
こ
し
は
、
そ
も

そ
も
精
神
運
動
で
あ
り
ま
す
。
い
つ

い
か
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
私
た
ち

は
目
標
を
持
ち
、
意
欲
を
も
っ
て
取

り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
組
織
に
お
い
て
、
一
般
大

衆
に
対
し
て
、
そ
の
意
識
を
盛
り
上

げ
、
具
体
的
成
果
に
結
ぷ
た
め
に
は
、

い
つ
も
呼
び
か
け
を
し
、
自
ら
実
践

し
、
効
果
を
認
識
さ
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
言
葉
だ
け
で
は
誰
も
感
激
す

る
も
の
も
無
い
で
し
ょ
う
。
目
に
見

え
る
よ
う
に
、
形
に
示
せ
る
よ
う
喜

び
に
感
激
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
然
し
、
な
か
な
か
容

易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
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あ
き
ら
め
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

風
お
こ
し
の
気
概
が
無
か
っ
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
だ
け
落
ち
込

み
の
激
し
い
状
況
の
中
で
心
の
張
り

を
失
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私

は
い
つ
も
如
何
な
る
場
合
で
も
生
き

て
い
る
印
の
風
お
こ
し
を
や
っ
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

舵
取
り
は
む
ず
か
し
い
で
す
が
、

自
ら
の
心
意
気
を
い
つ
も
心
で
体
で

示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す。
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
パ
ー
ト
II

の
体
制
を
と
と
の
え
ま
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
者
を
決
定
し
、
そ
し
て
職

員
と
い
た
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
は
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

風
お
こ
し
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
の

活
動
を
小
さ
い
な
が
ら
努
力
を
し
て

く
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
な
か
な
か
町
民
の
皆
さ
ん
の
心

を
ゆ
さ
ぷ
り
一
体
と
な
っ
て
や
っ
て

い
く
と
こ
ろ
ま
で
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
職
員
も
一
生
懸

命
風
お
こ
し
を
や
っ
て
い
か
ね
ば
い

け
な
い
と
い
う
こ
と
で
努
力
を
し
て

く
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。

風
お
こ
し
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

人
に
要
求
す
る
も
の
で
な
く
、
や
は

り
自
分
が
動
く
こ
と
が
風
お
こ
し
の

原
点
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
皆
ん
な
が
動

い
て
頂
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
け

れ
ど
、
や
は
り
指
導
的
立
場
に
あ
り
、

ま
た
、
町
の
ま
と
め
を
や
っ
て
お
り

ま
す
私
な
ど
率
先
し
て
や
っ
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
皆
さ
ん
が
動

い
て
頂
け
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
つ
く
つ

て
い
か
ね
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
非
常
に
む
ず
か
し

い
問
顆
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後

共
に
こ
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
進
め

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す。二
、
風
お
こ
し
は
、
精
神
運
動
で
す

が
、
精
神
だ
け
の
こ
と
に
し
た
の
で

は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
心
意
気
を
何

か
具
体
的
な
も
の
に
結
び
つ
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
公
民
館
分
館

な
ど
の
生
活
の
場
の
具
体
的
問
題
に

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
に
は
効
果
的

だ
と
思
い
ま
す
。
産
業
課
云
々
と
言

わ
れ
る
の
も
そ
の
よ
う
な
意
味
あ
い

だ
と
思
い
ま
す
。

人
づ
く
り
す
な
わ
ち
自
分
づ
く
り

で
あ
り
、
自
分
が
や
ら
ず
し
て
人
を

動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

三
、
部
落
へ
出
て
は
ど
う
か
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
試
み
も
や
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
確
立
的
に
部
落

へ
出
ま
し
て
も
、
あ
ま
り
風
お
こ
し

に
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

め
ば
え
の
あ
る
と
こ
ろ
、
下
地
の
で

き
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
、
意
欲
の
あ
る

と
こ
ろ
へ
は
、
い
つ
で
も
出
か
け
ま

す
か
ら
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ま
た
町
か
ら
投
げ
か
け

た
い
と
き
に
は
、
出
か
け
ま
す
か
ら

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

己
集
落
営
農
組
織
の

育
成
支
援
に
つ
い
て

町
の
配
慮
に
よ
り
、
町
内
三
地
区

に
機
械
利
用
組
合
が
設
置
さ
れ
、
機

械
の
助
成
の
貸
与
を
し
て
も
ら
っ
て

お
り
、
各
地
域
の
中
核
農
家
の
人
達

を
中
心
に
、
農
作
業
の
部
分
委
託
や

水
田
の
全
面
受
託
が
な
さ
れ
、
地
域

の
農
地
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
農
業
を
守

る
た
め
に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
て
お
り

ま
す
が
、
農
家
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
に
よ
り
、
益
々
そ
の
需
要
は
高

ま
っ
て
お
り
ま
す
。
農
繁
期
の
作
業

集
中
期
に
は
、
専
属
の
オ
ペ
レ
ー
タ

も
少
な
く
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
個
々
の
農
家
で

守
れ
な
く
な
っ
た
農
地
を
集
落
の
営

農
組
織
が
守
る
こ
と
は
時
代
の
要
請

で
も
あ
り
ま
す
。

機
械
の
保
守

・
維
持

・
管
理
・
更

新
等
に
は
資
金
の
積
み
立
て
等
も
必

要
で
す
が
、
あ
ま
り
高
い
利
用
料
も

取
れ
ず
、
出
務
者
の
人
件
費
も
抑
え
、

経
費
を
切
り
詰
め
て
も
余
裕
は
な
い

状
態
と
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
が
、
何

ら
か
の
助
成
措
置
を
講
じ
て
集
落
営

農
を
維
持
し
、
充
実
発
展
さ
せ
、
育

成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
い
か

が
お
考
え
で
す
か
、
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

〔
町
長
〕
ご
承
知
の
よ
う
に
、
肱
川

町
の
よ
う
な
山
間
地
域
は
、
高
齢
化

山
崎

退
議
員

等
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
農

地
の
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、
そ
れ
を

守
っ
て
い
く
手
立
て
は
大
変
心
配
を

し
て
お
り
ま
す
。

昔
か
ら
先
人
達
が
汗
水
た
ら
し
て

耕
し
て
こ
ら
れ
た
農
地
が
荒
れ
て
い

く
の
を
見
る
の
は
辛
い
こ
と
で
す
。

肱
川
町
で
は
、
単
独
の
「
農
地
流

動
化
促
進
事
業
」
を
五
年
間
の
事
業

と
し
て
貸
し
手
と
借
り
手
に
対
し
て

助
成
を
し
、
農
地
の
流
動
化
を
図
り

農
地
の
荒
廃
を
少
し
で
も
防
ぐ
こ
と

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
は

山
崎
議
員
が
農
業
委
員
会
会
長
時
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
七
年
度
事
業
で
は
、
約

八
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
流
動
化
し
て
お
り

ま
す
。一

方
、
農
業
機
械
共
同
利
用
組
合

に
よ
る
農
作
業
、
特
に
水
稲
の
受
委

託
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
現
在
三
地
区
で
組
織
さ
れ
、

全
町
で
実
施
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す。
当
初
、
六
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
受

託
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
全

町
合
わ
せ
て
約
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

着
実
に
伸
び
、
地
域
に
と
っ
て
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
組
織
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
助
成
措
置

に
つ
き
ま
し
て
は
、
機
械
・
施
設
共

に
、
当
初
の
基
本
的
な
も
の
に
つ
い

て
は
貸
与
と
い
う
形
で
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
後
の
機
械
導
入
に
つ

き
ま
し
て
は
、
補
助
事
業
を
取
り
入

れ
、
負
担
も
い
た
だ
い
て
い
る
の
が

O

C

B

C
予
子
林
の
現
状

と
経
営
改
善
に
つ
い
て

‘‘,/’
 -

C
B
C
予
子
林
の
昨
年
の
作
柄

（
 

不
振
で
、
経
営
は
苦
し
い
状
態
に
あ

り
、
議
会
で
も
、
し
ば
し
ば
こ
の
問

題
が
懸
念
さ
れ
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り、

C
B
C
か
ら
も
専
属
契
約
の
見

直
し
の
要
求
書
も
出
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
町
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ

れ
ま
す
か
、
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

ヽ`＇ー
／二

肱
川
町
の
転
換
農
業
の
目
玉
と

（
 

し
て
進
め
ら
れ
、
大
谷
地
区
へ
も
同

じ
計
画
が
な
さ
れ
、
十

二
月
の
定
例

会
に
お
い
て
予
算
執
行
の
凍
結
も
解

除
し
、
既
に
用
地
造
成
に
着
手
し
、

本
体
工
事
の
発
注
も
さ
れ
、
肱
川
農

業
の

二
億
円
産
業
を
め
ざ
し
踏
み
出

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
る
以
上
は

後
退
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

経
営
の
上
で
も
、
技
術
の
面
で
も

悪
い
条
件
は
改
善
し
、
ぜ
ひ
、
成
功

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
長
は
、
大
谷
省
エ
ネ
の
予
算
凍

結
解
除
に
当
り
、
人
の
問
題
も
、
経

営
に
つ
い
て
も
、
技
術
の
面
に
お
い

て
も
、

C
B
C
予
子
林
を
含
め
て
、

責
任
を
も
っ
て
進
め
る
と
明
言
さ
れ

ま
し
た
が
、
こ
の
考
え
に
添
っ
て
対

処
さ
れ
ま
す
か
、
再
度
確
認
を
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ヽ`
＇／三

今
期
の
作
柄
は
現
在
ま
で
順
調

f
ー

、に
進
ん
で
お
り
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、

三
0
0
ト
ソ
の
目
標
数
値
は
達
成
で

ぎ
そ
う
だ
と
の
こ
と
で
す
が
、
い
ず

現
状
で
す
。
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れ
に
し
て
も
、
新
し
い
事
業
を
取
り

入
れ
て
即
成
功
と
い
う
わ
け
に
は
行

き
ま
せ
ん
。
有
限
会
社
C
B
C
と
の

連
絡
を
も
っ
と
密
に
し
て
、
よ
く
話

し
合
い
、
こ
の
肱
川
町
の
風
お
こ
し

の
目
玉
と
し
て
の
省
エ
ネ
施
設
で
の

ト
マ
ト
の
栽
培
や

C
B
C
の
経
営
が

軌
道
に
乗
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

C
B
C
が
会
社
組
織
で
あ
り
、
企

業
努
力
は
当
然
で
す
が
、
努
力
し
て

も
な
お
克
服
で
き
な
い
点
に

つ
い
て

は
、
当
面
町
の
支
援
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
使
用
料
を
含
め
た
経
営
的
負

担
の
軽
減
、
猶
予
措
置
等
を
講
じ
て
、

技
術
的
あ
る
い
は
環
境
の
改
善
も
検

｀
討
し
、
所
期
の
目
的
を
達
成
す
る
よ

う
に
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ご
所
見

を
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
町
長
〕

C
B
C
予
子
林
の
問
題
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
変
ご
心
配
を
お

か
け
し
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

病
気
の
出
ま
し
た
昨
年
の
状
況
を
ふ

り
か
え
っ
て
井
関
農
機
と
の
技
術
指

導
契
約
を
結
ん
だ
こ
と
は
ご
承
知
の

と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
今
後
技
術
的

な
面
で
は
、
井
関
農
機
が
責
任
を
持
っ

て
指
導
す
る
旨
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
信
頼
関
係

の
中
で
生
産
を
進
め
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

C
B
C
と
町
と
の
契
約

の
見
直
し
の
問
題
で
す
が
、
当
初
全

＜
机
上
計
算
で
数
値
起
こ
し
を
し
て

お
り
無
理
も
あ
っ
た
か
と
思
っ
て
い

ま
す
し
、
高
度
の
技
術
を
要
し
ま
す

の
で
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
育
成
期
間

も
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
再
検
討
を
し
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
点
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
所
信

表
明
で
も
申
し
ま
し
た
と
お
り
、
ニ

億
円
産
業
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い

か
ね
ば
と
考
歪
て
お
り
ま
す
。

改
善
す
べ
き
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
皆
様
方
の
ご
理
解
を
得
て
進
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
直
ち
に

着
手
し
難
い
点
も
あ
り
ま
す
。
大
谷

の
施
設
の
完
成
、
生
産
体
制
づ
く
り

に
合
わ
せ
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
の
体
制
に
つ
き
ま
し
て
も
早
く
整

い
た
い
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
も
、
人

の
問
題
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
な
か
な

か
十
二
月
に
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
し

た
様
な
こ
と
を
形
に
し
て
い
く
の
に

時
間
が
か
か
り
ま
し
て
、
申
し
訳
な

く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
気
持
ち
に

変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
、
そ
う

い
う
体
制
づ
く
り
が
出
来
ま
す
よ
う

に
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
番
目
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
期

の
作
柄
は
順
調
の
よ
う
で
嬉
し
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
大
き
な

事
業
で
あ
り
、
初
め
て
の
事
業
で
ご

ざ
い
ま
す
。
生
産
者
、
会
社
、
町
、

県
、
井
関
農
機
と
の
連
け
い
で
事
業

が
う
ま
く
い
く
訳
で
あ
り
ま
す
。

会
社
に
お
い
て
も
令
少
し
企
業
責

◎
肱
川
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改

正

山
崎

沖

一
氏

猶
幸
氏

任
を
自
覚
し
た
言
動
を
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
を
語
る
こ

と
は
控
え
ま
す
が
、
生
産
従
事
者
が

落
ち
着
い
た
農
民
精
神
を
堅
持
し
て

生
産
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
し
、

そ
の
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く
り
に
皆
さ

ん
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

肱
川
町
白
石

肱
川
町
大
和

◎
肱
川
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
の
設

置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定

肱
川
町
交
流
促
進
セ
ソ
タ
ー
「
鹿

野
川
荘
」
の
新
築
完
成
に
伴
い
、
地

方
自
治
法
第
二
四
四
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
を
定
め
た
。

◎
肱
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
が
平
成
九
年
二
月

五
日
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
肱
川

町
国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
を
改
正

し
た
。

肱
川
町
行
政
手
続
条
例
の

二
章
申

請
に
対
す
る
処
分
及
び
三
章
不
利
益

処
分
の
適
用
除
外
関
係
に
つ
い
て
の

条
例
の
改
正

◎
肱
川
町
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

水
道
事
業
の
安
定
と
健
全
化
を
図

る
た
め
、
水
道
料
金
を
改
定
し
た
。

◎
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議

長

二
十
五
万
に

副
議
長
十
九
万
八
千
円
に

議

員

十

八

万

五

千

円

に

（
月
額
）

◎
肱
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
改
正

委

員

長

二
十
五
万
六
千
円
に

副
委
員
長
二
十

二
万
五
千
円
に

◎
報
酬
及
び
費
用
弁
償
額
並
び
に
支

給
方
法
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正各
種
委
員
等
の
報
酬
等
の
改
正

◎
肱
川
町
証
人
等
に
対
す
る
費
用
弁

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
。

日

額

七

千

三
百
円
に

◎
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

町

長

七

十

三

万

七

千

円

に

助

役

六

十

二

万

三

千

円

に

収
入
役
五
十
七
万
九
千
円
に

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

町
道
奥
滝
山
師
走
野
線
道
路
改
良

工
事

◎
平
成
九
年
度
各
会
計
当
初
予
算

（
五
件
）

◎
平
成
八
年
度
各
会
計
補
正
予
算

（
五
件
）

◎
肱
川
町
道
路
線
の
廃
止

町
道

二
路
線

◎
肱
川
町
道
路
線
の
認
定

町

道

五

路

線

農

道

三

路

線

林

道

四

路

線

◎
肱
川
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時

間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

給
与
月
額
五
十
六
万
七
千
円
に

◎
肱
川
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

近
年
の
経
済
状
況
を
勘
案
し
、
郡

内
町
村
で
検
討
の
結
果
、
給
与
を
改

正
し
た
。
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次
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い
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。
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〇
印
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▽
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▽
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市
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（
平
成
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四
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一

日
か
ら
平
成
十
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三
月
三
十
一
日
ま
で
）

（
建
設
水
道
課
建
設
係
）
藤

原

貴

▽
肱

（
特
産
開
発
セ
ソ
タ
ー
）

（
風
の
博
物
館
）

係

川
町
高
齢
者
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ン
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（
平

成
九
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三
十
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で
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＠。母。径l 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 饂固尋 (12)

国
民
年
金
の
う
ち
老

齢
基
礎
年
金
を
受
給
す

る
年
齢
は
六
十
五
歳
で

す
。
し
か
し
、
繰
り
上
げ
支
給
制
度

が
あ
り
、
希
望
者
は
六
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
間
に
繰
り
上
げ
て
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
普

通
よ
り
早
く
年
金
を
受
け
る
の
で
す

か
ら
、
年
金
を
受
給
す
る
年
齢
に
よ
っ

て
、
年
金
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
例

え
ば
、
六
十
歳
で
受
給
を
開
始
す
れ

ば
、
六
十
五
歳
で
受
給
す
る
場
合
の

五
八
％
の
年
金
額
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
年
々
繰
り
上
げ
受
給
を
希

望
す
る
人
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
齢
基
礎
年
金
は
、

繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す
る
と
年
金

額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
生
涯

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
繰
り
上
げ
を
請
求
す
る
際
に

は
、
十
分
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
、
障
害

を
受
け
た
場
合
で
も
、
障
害
基
礎

年
金
は
受
給
で
ぎ
ま
せ
ん
。

▽
寡
婦
年
金
は
、
繰
り
上
げ
請
求
を

す
る
と
受
給
で
き
な
く
な
リ
ま
す
。

▽
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
加

入
期
間
が
あ
る
人
に
六
十
歳
か
ら

．
 

゜

ー紙鼻—

氾ふサラリーマンの
保険料を納める必要はあ

ホ1.

りませんが、第 3号被保険 ＜ 
者としての届け出をしなけ さ

ればなりません。また、-シ｀ん
主人の給料から奥さんの保 ヘ険料がさし引かれるわけで ．． 

もありません。

支
給
さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
ま
た
は
退
職
共
済
年
金
は
、

繰
り
上
げ
請
求
し
た
と
き
か
ら
六

十
五
歳
ま
で
は
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。

▽
遺
族
厚
生
年
金
や
遺
族
共
済
年
金

受
給
者
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰

り
上
げ
請
求
を
し
た
場
合
、
六
十

四
歳
ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

▽
第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
と
き

に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
は
支
給
停

止
と
な
り
ま
す
。

▽
国
民
年
金
の
高
齢
任
意
加
入
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
年
金
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
朧
年
金
の
繰
り
上
げ

受
給
に
肖
っ
て
の
留
意
点

農業委員会

農作業賃金決まる

だよ り

農
業
委
員
会
三

月
定
例
会
で
、
平

成
九
年
度
の
農
作

業
賃
金
の
目
安
を

次
の
と
お
り
決
定

し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
賃

金
は
あ
く
ま
で
も

目
安
で
す
の
で
、

地
区
の
慣
習
や
本

人
の
能
力
に
よ
り

合
わ
な
い
場
合
は

お
互
い
の
話
し
合

い
で
賃
金
を
決
め

て
く
だ
さ
い
。

農作業賃金目安表

項 目 区分 賃 金

春田おこし(10a当り）

トラクター 8,000円

しろかき （ ” ） 10,000円

すきかき （ ” ） 12,000円

田植機（ ” ） 7,000円
稲作

9,000円

稲刈りバイソダー(//) 9,000円

コソバイソ(//) 16,000円

脱 穀（もみ 1俵当り） 580円

もみすり（米 1俵当り） 850円

一般農作業（ 1日当り）
男 7,000円

女 5,000円

虞業委貞会が

断体剃でスタートします！
昨年11月以降会長代理が不在となっておりましたが、

3月の定例会で会長代理に山本保氏（大和）が選出されま

した。

現在のところ、委員が 1人欠員となっており、農家の

皆さんにはご迷惑をかけていますが、担当地区の変更等

で対応いたしております。

なお、 4月 1日から下記のとおり新しい体制でスター

トします。

農地のことなら何でもお気軽にご相談ください。

農業委員名簿及び担当地区一覧表

平成 9年4月1日～
任期H8. 7.20 
-------Hll.7.19 

番号 氏 名 担 当 地 区 備考

1 村上正春 山槌 ・共栄・ 協生

2 岩田忠義 白石・影地・広常

3 山 本 菊 雄 大平・大屋敷・久保•森

4 二村 廣 小藪

5 西 本 資 久 嘉城・中居谷

6 山本茂行 柳 ・郷・ 市之畦・瓜生谷

7 藤川 只ーヤ 小畑井・萩野尾・汗生・道野尾・上森山・八重栗

8 山根春重 下嵯餓谷①②・上嵯餓谷・菟野尾・橡の木瀬， 冨永 政 男 京造・月野尾

10 大森廣幸 小倉 ・ 中津 • 町・藤野原

1 1 森本 r寸上 下敷水・敷水・上敷水

12 山本 保 肱栄・大和・中野 会長代理

13 冨 永 利 彦 下鹿野川・上鹿野川・見の越 会 長



(13)@。母。別 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬

今
回
は
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
な
っ

た
場
合
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
シ
ョ
ッ
ク
と
は

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
全
身
の
血
液

循
環
の
不
全
（
血
液
の
流
れ
方
が
悪

く
な
る
状
態
）
を
伴
っ
て
全
身
状
態

が
悪
化
す
る
こ
と
。

血
液
循
環
が
悪
く
な
る
と
、
体
の

重
要
な
臓
器
や
脳
に
十
分
な
血
液
が

行
か
な
く
な
り
、
放
置
し
て
お
け
ば
、

死
に
至
る
場
合
が
あ
る
。

ニ
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状

ア
目
が
う
つ
ろ
で
輝
ぎ
が
な
く
な

る。

イ
顔
や
唇
が
蒼
白
で
額
や
手
足
に

冷
汗
が
出
る
。

ウ
や
た
ら
に
あ
く
び
を
し
た
り
吐

き
気
や
嘔
吐
が
み
ら
れ
る
。

工
瞳
孔
が
開
い
て
い
る
。

オ
脈
は
速
く
て
弱
く
、
手
首
で
は

触
れ
に
く
く
な
る
。

力
呼
吸
は
不
規
則
で
浅
く
、
出
血

性
シ
ョ
ッ
ク
で
は
息
切
れ
が
み
ら

れ
る
。

三
シ
ョ
ッ
ク
を
防
ぐ
方
法

ア
患
者
を
精
神
的
に
安
心
さ
せ
元

気
づ
け
る
言
葉
を
か
け
て
や
る
。

特
に
子
供
や
老
人
の
場
合
は
、
精

神
的
な
も
の
の
影
響
が
大
き
い
。

イ
手
当
を
す
る
と
き
や
搬
送
す
る

と
き
、
で
ぎ
る
だ
け
苦
痛
を
与
え

な
い
よ
う
に
す
る
。

ウ
傷
に
対
し
て
は
出
血
、
感
染
、

痛
み
に
つ
い
て
適
切
な
手
当
を
行

う。
エ
極
端
な
暑
さ
や
寒
さ
に
患
者
を

さ
ら
さ
な
い
。

オ

衣

服
を
ゆ
る
め
て
呼
吸
を
楽
に

す
る
。応

急
手
当

毛
布
で
保
温

体
温
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
は
シ
ョ

ッ
ク
の
進
行
を
防
ぐ
た
め
に
重
要

で
す
。
特
に
寒
が
っ
て
い
な
く
て

も
汗
ば
ま
な
い
程
度
に
温
め
る
。

イ
足
高
で
寝
か
せ
る

心
臓
や
脳
に
血
液
が
い
ぎ
や
す

い
よ
う
に
頭
を
少
し
低
く
し
足
の

ほ
う
を
上
げ
る
姿
勢
で
寝
か
せ
る。

（
シ
ョ
ッ
ク
体
位
）

ゥ
嘔
吐
が
あ
る
と
き

嘔
吐
が
あ
る
と
き
は
、
吐
物
を

肺
に
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
顔
を
横

に
向
け
さ
せ
、

吐
い
た
も
の
は
す

ぐ
に
拭
き
と
っ
て
や
る
。

ア四

応
急
手
当
を

D

頭

ー

身

に

つ

け

よ

う

（

上
と

「こいのぼり」による

麟事故を防止しましょう！
舎

こ悶霊喜：こ塁塁塁；した。 冒疇:
ところで、こいのぽりの竿が電線にさわったり、

倒れかかって感電事故をおこすことがあります。

こいのぽりをおたてになるときは次のことにご注

意ください。

◆竿は金属製のものより、よく乾いた竹や木のも

のにしましょう。

◆こいのぽりや吹き流しが、電線に巻きつかない

よう、電線からなるべく離れた場所にたてましょ

う。

◆万一、こいのぽりや吹き流しが、電線に巻きつ

いたり、竿が電線に倒れかかったときは、絶対

に手を触れないで、もよりの四国電力営業所へ

ご連絡ください。

.i潤l"叫褐塁辱罰平”
「青い鳥郵便葉書の無料交付」

郵政省では、身体障害者の福祉に対する 国民の理解と認識

を深めるこ とを目的に、本年度も「青い鳥郵便葉書」(50円）を

4月21日（月）から発行します。

この葉書は、一般に販売するほか、申 し出のあった重度の

身体障害者（ー級・ニ級） 1人につき20枚を無料で差し上げる

ことになっております。

配布を希望される方は、

に所定の事項を記入 して、

てください。

なお、代人による申し出もできます。

そのほか、郵便による申し出もできますが、その場合は整

理票（適宜な用紙でも可）にご本人の手帳番号、級別、住所、

氏名をご記入のうえ、申 し出 （郵送）てください。

申込期間は、 6月 2日（月）までとなっ ております。

4月21日（月）以降、肱川郵便局から郵送 します。

肱川郵便局に備え付けの「整理票」

身体障害者手帳を提示して申し出

藁·優•号専ャう？クー

国

｀ 
ポストン

平成10年2月2日から
郵便番号が7ケタになります。

-—No.〈一伍3”)つい元〉⑲-
濱 ろらか い言
田 でし‘とまい毎は

すく少つすな日じ
゜↓ーして°が ‘め

‘も ら一ま
お元 歩ワし
ね 気 き‘ノて
え な ま ワ渚
ち私 わ‘ノで
ゃで つ←す

んす て と ゜

こ
ん
に
ち
は
、
風
希
で
す
。

ド
リ
カ
ム
の
「
ラ
ブ
ラ
ブ
ラ

ブ」
と
、
「
風
お
こ
し
音
頭
」
が
、

大
好
き
で
す
。
只
今
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
、
吟
詠
も
特
訓
中
で
す。

み
ん
な
僕
の
歌
を
、
一
度
聞
き

に
来
て
ネ
ー
・

お父さん

律朗さん

お母さん

美香さん

ふ

う

き

風
希
ち
ゃ
ん

（
瓜
生
谷
）

平
成
7
年
6
月
2
3
日
生

1
歳
1
0
カ
月

お父さん

一寿さん

お母さん

恵さん

久
保
田

渚
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

平
成
7
年
6
月
18
日
生

1
歳
1
0
カ
月
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「いじめ」・体罰等
子どもの人権問題に関する

12時間電話相談

●相談内容

• 日 時

●雷話番号

子どもの人権問題に関するあら

ゆる相談

（無料・秘密厳守）

平成9年5月15日（木）
午前9B寺～午後9時

フリーダイヤル
0120-025-550 

●相談担当者 人権擁護委員

法務局職員

●主 催

弁護士

松山地方法務局

愛媛県人権擁護委員連合会

平
成
八
年
度
の
愛
媛
県
良
質
米
共

励
会
の
表
彰
式
が

三
月
十
九
日
、
松

山
市
で
開
か
れ
、
大
谷
銘
柄
米
生
産

研
究
会
が
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
が
良

質
・
良
食
味
米
へ
と
要
望
が
強
く
な
っ

て
い
く
中
で
、
愛
媛
県
の
高
品
質
銘

柄
米
産
地
を
育
成
す
る
た
め
、
品
質

（
食
味
）
及
び
生
産
性
向
上
の
面
か
ら
、

生
産
技
術
な
ど
他
の
模
範
と
な
る
農

家
・
集
団
を
た
た
え
、
そ
の
意
識
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

大
谷
銘
柄
米
生
産
研
究
会
は
、

コ

シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
、
こ
い

ご
こ
ろ
等
銘
柄
米
の
生
産
研
究
ま
た
、

有
機
低
農
薬
栽
培
の
長
年
の
取
り
組

み
が
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
生
活
協
同
組
合
等
と

も
連
携
さ
れ
、
独
自
の
販
売
も
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

近
年
の
自
由
化
等
に
よ
る
厳
し
い

米
情
勢
の
中
で
、
今
後
の
さ
ら
な
る

活
動
に
期
待
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

大
谷
銘
柄
米
化
産
研
究
会
が

優

良

賞

に

輝

<

保
健
セ
ソ
タ
ー
で
は
、
家
族
の
健

康
を
管
理
し
て
お
ら
れ
る
お
母
さ
ん

に
、
乳
児
期
か
ら
、
健
康
的
な
食
生

活
を
実
践
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
下

記
の
日
程
で
竹
の
子
ク
ッ
キ
ソ
グ
を

開
催
し
ま
す
。
ご
近
所
、
お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記

へ
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
日
程

表
を
お
送
り
し
ま
す
。

屯
募
集
締
切

．．
 
5
月
16
日
（
金
）

肱
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

6
3
4ー

2
3
4
0

1. 開催期間……平成 9年 6月～11月

(8月除く 5回）

午前 9時30分～午後 1時

2. 開催場所・ 9• …肱川町公民館実習室

3. 対象者……乳幼児・幼稚園児・

小中学生を持つ母親

4. 参加料・・・・• •無 料

5. 持ってくるもの…米 1合、エプロン

肱川町ボランティア登録のお知らせ
埒冷玲埒玲冷斗冷冷冷冷冷冷玲冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷冷玲冷冷冷冷

肱川町では、ボラソティアに興味や関心があり、積
極的に参加していただける方を募集しています。あな
たも、ボランティアに登録しませんか。

1 活動内容
0町内の独居老人・寝たぎり者・身体障害者等弱者

に対しての福祉ボラソティア活動。
0町内外各種行事のイベソ ト等のボランティア活動。

2 応募資格
0 ボランティア に興味や関心のある中学生以上の方。

3 申込み方法
(1) ボラソティア登録申込書用紙に必要事項をご記

入く ださい。

＊用紙は、役場（風おこし産業課）にあります。
(2) 18歳未満の方は、保護者の承諾を得るよう にし

てください。
(3) ボランティア登録者は、ボランティア保険に加

入することができます。

＊年間500円（自己負担）
(4) ボラソティア登録についての申込みは、年間を

通して行っています。

4 お問い合わせ・申込先
〒797-15 肱川町大字山烏坂74番地
肱川町役場（風おこし産業課）「肱川町ボラソティア」係

電話 34-2311, FAX 34-2454 

事業主のみなさま へ 亨及コ塁醇に報直襲峨叡闊遁漏宵

労働保険料（労災保険・雇用保険）

納付はお済みですか。

平成 9年度の年度更新手続きは、

から 5月 20日までです。

期限内に正し い申告・納付を！

申 告 ・ 納 付 のお問い合わせは、愛媛労働基

準局 労 災 補 償 課(089- 935- 5200) 愛媛県雇

用保険課(089-941-2111)または最寄りの労

働基準監督署まで。

の申告・

4月 1日

3 /11愛媛朝日テレピ

NHKテレピニュース

3/13愛媛新聞四季録議誦による向上

3 /17 NH Kテレピ えひめイプニングニュース

3 /18愛媛新聞四季録平等思考

3/25 II II 夢の鶉牧場

3/27 II 鹿野川荘

3/31テレピ愛媛ザヒューマンピデオコーナー

ニュースBOX 中野小緑の少年隊巣箱かけ

II 

”
 坂根修

花時計の花の植え替え

坂根修

大谷子供文楽
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三
月
十
八
日
、
理
事
会
と
評
議
員

会
を
開
催
し
平
成
九
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
を
決
定
し
ま
し
た
。

我
が
国
は
本
格
的
な
少
子
、
高
齢

化
社
会
を
迎
え
つ
つ
、
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
社
会
の
実
現
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
日
経
済
的

に
繁
栄
し
て
豊
か
に
な
る
一
方
、
何

か
心
の
拠
り
所
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
と

協
力
し
あ
っ
て
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

独
居
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
宅
の
訪

問
な
ど

一
緒
に
サ
ー
ビ
ス
を
創
る
仕

事
を
推
進
す
る
こ
と
と
家
族
家
庭
の

重
要
性
を
強
調
し
た
福
祉
環
境
づ
く

り
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
関
係
機
関
と
密
接
な
連

携
を
は
か
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
、

在
宅
保
健
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

独
居
老
人
、
ね
た
き
り
老
人
等
を
中

心
と
す
る
高
齢
者
問
題
、
母
子
父
子

家
庭
及
び
障
害
を
持
つ
方
々
の
抱
え

て
い
る
問
題
、
低
所
得
世
帯
に
対
す

る
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

゜
▽
場

▽

日

時

五

月

九

日

午
前
九
時

肱

町

公

民

館

所

日
本
兵
の
遺
体
に

敬
礼
す
る
英
印
軍
兵
士

心
配
ご
と
相
談

愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

西

岡

千

頭

平
成
九
年
度
計
画

一
輪
の
花
に
世
界
を
観
る

一
般
会
計
九
、
三
＿
八
、

0
0
0円

特
別
会
計
＿
‘
六
九
六
、

0
0
0円

． 

社
協
だ
よ
り

予
算
決
ま
る

を
図
り
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
福
祉
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進

に
努
め
ま
す
。

心
配
ご
と
相
談
は
、
毎
月
五
日
と

二
十
日
、
公
民
館
に
て
午
後
一
時
よ

り
開
所
し
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
さ

ん
が
担
当
し
て
お
ら
れ
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
内
容
に

よ
っ
て
は
弁
護
士
さ
ん
と
直
接
相
談

す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
費
用
は
無

料
で
す
か
ら
困
っ
て
い
る
事
が
あ
れ

ば
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

毎
月
五
日
は
行
政
相
談
も
合
わ
せ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

（
注
）
五
日
、
二
十
日
が
休
日
の
場
合

は
翌
日
に
な
り
ま
す
。

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

下
鹿
野
川
森
岡
マ
チ
エ
様

広

常

清

水

萬

喜

男

様

汗

生

中

野

真

二

様

敗
戦
直
後
の
日
本
兵

思
え
ば
昭
和
二
十
年
の
八
月
十
五
日

私
た
ち
は
生
地
獄
の
ビ
ル
マ
戦
線
に
お

い
て
敗
戦
を
迎
え
、
以
来
復
員
の
日
ま

で
の
約
二
年
間
、
全
く
乞
食
同
然
の
姿

で
苦
し
い
労
役
に
服
し
て
き
た
。
当
初

は
一
日
の
配
給
米
は
一
合
に
も
足
ら
ず

空
腹
を
か
か
え

て
の
労
働
で
あ
っ
た
か

ら
英
印
軍
の
キ
ャ
ン
プ
ヘ
到
着
す
る
や

否
や
直
ち
に
ゴ
ミ
捨
て
場
に
群
が
り
残

パ
ソ
を
あ
さ
る
と
い
う
あ
わ
れ
な
状
態

で
あ
っ
た
。

英
印
軍
キ
ャ
ン
プ
一
片
の
パ
ン

そ
ん
な
あ
る
日
の
こ
と
で
あ
る
。
キ
ャ

ソ
プ
の
長
（
イ
ソ
ド
人
の
准
酎
）
が
私
を

呼
ん
で
い
る
の
で
急
い
で
か
け
て
行
く

と
、
”
君
は
指
揮
官
か
“
と
い
う
か
ら

”
そ
う
だ
“
と
答
え
る
と
彼
は
次
の
よ

う
に
い
っ
た
。
「
私
は
日
本
軍
が
降
伏

膨II町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

す
る
八
月
十
五
日
ま
で
日
本
軍
の
捕
虜

で
あ
っ
た
。
当
時
の
ひ
も
じ
さ
は
今
も

忘
れ
な
い
。
こ
の
頭
の
傷
は
、
空
腹
の

た
め
よ
ろ
め
い
た
と
ぎ
、
日
本
兵
に
銃

で
な
ぐ
ら
れ
た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。

私
は
こ
の
キ
ャ
ソ

。フ
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ー

フ
（
給
食
担
当
責
任
者
）
で
あ
る
。
あ
な

た
達
が
こ
の
部
隊
の
キ
ャ
ソ
プ
ヘ
作
業

に
来
て
い
る
間
は
、
毎
日
必
ず
昼
食
を

給
与
す
る
か
ら
ゴ
ミ
捨
て
場
へ
は
行
か

ぬ
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
。
そ
の
と

き
に
給
与
さ
れ
た
パ
ソ
の
味
は
五
十
年

後
の
今
日
で
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
し
て
日
本
軍
の
敗
北
を
心
の
中

で
認
め
は
じ
め
た
の
は
実
に
こ
の
日
か

ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
本
兵
に
肩
入
れ
し
た
英
人
中
佐

ま
た
別
の
日
の
作
業
の
と
き
で
あ
る
。

そ
の
日
は
小
雨
が
降
っ
て
い
た
が
、
ニ

人
の
日
本
兵
が
一
本
の
木
材
を
か
つ
い

で
細
い
畦
道
を
通
っ
て
い
て
、
つ
い
足

を
滑
ら
し
て
よ
ろ
め
い
た
。
二
人
の
す

ぐ
後
を
歩
い
て
い
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
人

の
中
佐
で
あ
っ
た
が
、
日
本
兵
が
よ
ろ

め
い
た
瞬
問
、
間
髪
を
入
れ
ず
サ
ッ
と

木
材
の
下
に
肩
を
入
れ
た
。
そ
し
て
広

い
道
路
へ
出
る
ま
で
共
に
か
つ
い
で
歩

き
、
さ
り
げ
な
く
去
っ
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。
ほ
ん
の
一
瞬
の
光
景
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
と
ぎ
ほ
ど
大
き
い
衝
撃
を
受

け
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
私
の
心
の
中

に
お
け
る
日
本
軍
の
敗
北
感
は
い
よ
い

よ
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

更
に
数
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。
一
人

の
日
本
兵
が
死
亡
し
た
の
で
あ
っ
た
が

そ
の
葬
儀
の
た
め
に
私
た
ち
の
部
隊
に

は
一
日
の
休
暇
が
与
え
ら
れ
、
葬
儀
に

必
要
な
一
切
の
器
材
も
給
与
さ
れ
た
。

葬
儀
が
終
り
い
よ
い
よ
遺
体
を
載
せ
た

ト
ラ
ッ
ク
が
火
葬
場
に
向
か
っ
て
出
発

を
し
た
。
そ
の
時
で
あ
る
。
キ
ャ
ソ
プ

内
を
歩
い
て
い
た
英
印
軍
の
兵
士
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
立
ち
ど
ま
り
、

直
立
不
動
の
姿
勢
を
と
っ
て
遺
体
に
向

か
っ
て
敬
礼
を
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

私
の
胸
に
は
大
き
い
感
動
が
こ
み
上

げ
て
き
た
。
何
と
い
う
敬
虔
な
姿
で
あ

ろ
う
か
と
。
国
境
を
越
え
民
族
を
越
え

た
人
間
愛
の
発
露
で
あ
り
、
生
命
に
対

す
る
畏
敬
の
念
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の

と
き
に
お
い
て
私
の
心
の
中
に
お
け
る

日
本
軍
の
敗
北
は
決
定
的
と
な
っ
た
。

戦
い
の
勝
敗
を
決
す
る
も
の
は
果
た

し
て
武
力
の
み
で
あ
ろ
う
か
。
一

国

一

民
族
の
勝
敗
を
決
す
る
も
の
が
単
に
軍

事
力
の
優
劣
で
あ
る
等
と
考
え
る
者
が

お
る
と
す
れ
ば
時
代
錯
誤
も
甚
だ
し
い

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
国
一
民

族
の
運
命
を
決
す
る
も
の
は
政
治
・
経

済
・
社
会
等
の
一
切
を
ふ
く
め
た
文
化

の
力
で
あ
り
、
民
族
の
も
つ
世
界
観
の

高
さ
と
深
さ
に
あ
る
と
思
う
。
物
質
的

繁
栄
の
中
に
あ
る
今
日
の
日
本
人
が
忘

れ
て
い
る
も
の
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
心
で
あ
り
、
精
神
で
あ
り
、
思

想
で
あ
る
。
今
こ
そ
真
の
日
本
人
の
自

覚
に
立
っ
て
世
界
に
眼
を
開
き
、
雄
渾

な
る
精
神
文
化
の
興
隆
の
た
め
に
奮
起

す
べ
き
秋
で
あ
る
と
思
う
。

（
す
ば
る
星
空
友
の
会
会
長
）
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林業山村活性化林業構造改善事業

【総合咽林業構造改善事業】 取り組み報告

義霧癒疇 指定年度：平成4年度 事業実施年度：平成5年度～ 馨 構
（
 

平成 8年度事業実績

） 

事業種目 事業主体 事業費
事業内容

（千円）

協議会開催
地域協議会活動事業 肱川町 359 啓もう他普及活動（林構だより）

その

林 業担い手組織化 肱川町 担い会手組織化会議
892 研修 ・講習会開催

活 動 事 業 森林組合 人材派遣・交流

林業生産施設 素材生産用機械・トラック

” 28,282 基盤整備用機械・バックホー
整 備 事 業

計 29,533 

肱
川
町
で
は
、
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
林
業

構
造
改
善
事
業
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昭
和
四
十
三
年
度
に
第
一
次
林
業
構
造
改
善
事
業
に
取
り
組
ん
で
以
来
、
第

二
次
林
構
、
新
林
構
、
現
在
の
活
性
化
林
構
（
総
合
型
林
業
構
造
改
善
事
業
）
と
、

こ
れ
ま
で
数
々
の
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

四
年
目
を
迎
え
た
平
成
八
年
度
に
は
、
地
域
協
議
会
開
催
な
ど
の
ソ
フ
ト
事

業
の
ほ
か
、
林
業
生
産
用
機
械
を
導
入
す
る
事
業
を
総
事
業
費
二
千
九
百
五
十

万
円
余
り
で
実
施
し
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
そ
の
実
施
状
況
を
ご
報
告
し
ま
す
。

林

だ

11, 

ょ
り

；→ 

〇
協
議
会
開
催

営
農
林
推
進
会
議
に
お
い
て
全
体

計
画
の
内
容
や
年
度
ご
と
の
事
業
計

画
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
検
討

協
議
を
行
う
。

編集•発行

肱 JI I 町

毎
年
計
画
的
に
整
備
し
て
い
る
林

道
・
作
業
道
の
、
効
率
的
な
維
持
・

管
理
を
図
る
た
め
、
森
林
組
合
に
バ
ッ

ク
ホ
ー

(
O
・
ニ
五
立
方

M
)
を

一
台

導
入
し
ま
し
た
。

こ
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
は
、
グ
ラ

ッ

プ
ル
・
刈
払
機
・
ウ
ィ
ソ
チ
な
ど
を

装
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

作
業
道
等
の
開
設
は
も
ち
ろ
ん
、
路

網
を
適
正
に
管
理
し
な
が
ら
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
バックホー

導

（
バ
ッ
ク
ホ
ー
で
の
作
業
風
景
）

入

間
伐
を
中
心
と
し
た
木
材
生
産
を

促
進
す
る
た
め
、
森
林
組
合
に
新
し

く
ト
ラ
ッ
ク
（
七
・
八
ト
ソ
車
、
五
・

八ト
ソ
積
み
）
一
台
を
導
入
し
ま
し
た
。

r

こ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
、
グ
ラ

ッ
プ

ル

I

を
装
着
し
て
お
り
、
材
の
積
み
お
ろ

し
が
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。

木
材
運
搬
の
効
率
ア
ッ
プ
を
図
り
、

計
画
的
な
素
材
生
産
を
目
指
し
ま
す
。

し
トラック

導 入

（
ト
ラ
ッ
ク
ヘ
の
積
み
込
み
風
景
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三
月
二
十
八
日
、
農
林
会
館
集
会

室
に
お
い
て
、
広
見
町
の
芝
茂
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
「
私
の
椎
茸
栽
培
、

平
成
の
花
咲
じ
い
さ
ん
に
な
ろ
う
」

と
題
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

芝
氏
は
、
昭
和
八
年
生
ま
れ
の
六

十
三
歳
で
、
年
間
―
二

0
0
~

の
乾

椎
茸
を
生
産
し
な
が
ら
、
愛
媛
県
森

林
組
合
椎
茸
生
産
者
連
絡
協
議
会
の

副
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。
新
し
い
栽
培
方
法
を
取
り
入

れ
、
ま
た
モ
ノ
レ
ー
ル
の
徹
底
利
用

に
よ
り
、
労
力
、
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
り
、
独
特
な
椎
茸
栽
培
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

講
演
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

芝 茂

〈
経
歴
〉

0

昭
和
四
十
二
年
に
三
人
で
椎
茸
共

同
生
産
を
始
め
る
。

0

年
平
均
十
三
万
個
植
菌
（
多
品
種

栽
培
）

0

昭
和
四
十
四
年
集
材
機
購
入

0

昭
和
五
十
四
年
モ
ノ
レ
ー
ル
購

入
0

昭
和
六
十
年
運
搬
車
購
入

（
乾
燥
場

二
棟
、
乾
燥
機
六
台
で
、

エ
ピ
ラ

ニ
四
0
枚
分
）

0

昭
和
六
十
二
年
共
同
生
産
解
散

（
乾
燥
場
を
自
宅
横
に
新
設
、

乾
燥
機
は
四
台
で
エ
ビ
ラ

一
九
五

枚
分
）

0

平
成
七
年
散
水
施
設
設
置

（
落
差
四
五
げ
、
延
長
三
五
0
区、

ス
プ
リ
ソ
ク
ラ
ー
六

一
個）

〈
栽
培
内
容
〉

0

品
種

(
-
0
-
、

一―

五
、
一
七

0
、
二
四
一
、
ニ
ニ

0
、
オ
ガ
成

形
苗
‘

―
ニ
―
‘
二
九

0
、
九

0

八
、
一
六

0
五
、
一
六

0
六
、
春

秋
二
号

・
三
号
）

〇
乾
燥
機
（
リ
ー
ダ
ー
号

・
三
0
枚、

ニ
ッ
シ
ソ
・
六

0
枚
、
菌
典
号
・

六
0
枚
、
同
•

T
C

四
五
枚
）

氏

研修会・講習会

『
私
の
椎
茸
栽
培

平
成
の
花
咲
じ
い
さ
ん
に
な
ろ
う
』

椎
茸
生
産
研
修

0

ほ
だ
場
（
品
種
の
特
性
に
よ
っ
て

選
定
が
大
事
）

0

生
産
量
（
八
0
0
~
-
-
-
-
-
-

一
七
0
0

槌）

0

モ
ノ
レ
ー
ル
の
利
用

昭
和
六
十
三
年
に

一
台
購
入
し
、

原
木
出
し
、
伏
込
み
、
ほ
だ
降
ろ

し
、
ほ
と
ん
ど
モ
ノ
レ
ー
ル
を
利

用
。
自
分
で
レ
ー
ル
の
敷
設
、
撤

収
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
レ
ー
ル
の

移
動
は
百
回
を
越
え
、
延
ベ
ニ
―
―

0
0ば
を
敷
設
し
た
。

・
急
傾
斜
地
、
岩
場
、
林
内
で
も
、

安
全
に
運
搬
で
き
る
。

・
移
動
（
付
替
）
が
簡
単
で
一

0
0

”10
の
敷
設
が
一
人
役
で
で
き
る
。

．
凹
凸
に
左
右
さ
れ
ず
岩
場
で
も

敷
設
で
き
る
。

・
中
間
は
運
転
手
が
い
ら
な
い
。

0

ほ
だ
木
の
垂
直
立
て
（
垂
直
に
近

い
立
て
方
）

宮
崎
県
高
原
町
の
田
中
久
雄
氏

を
訪
問
以
来
、
竹
と
有
刺
鉄
線
に

よ
る
垂
直
立
て
を
実
施
し
て
い
る
。

（
三
年
目
）

・
ほ
だ
場
面
積
が
少
な
く
て
す
む
。

狭
い
ほ
だ
場
で
も
大
量
の
ほ
だ

木
を
収
容
。

・
椎
茸
の
収
穫
が
楽
で
あ
る
。

（
ほ
だ
木
が
独
立
し
て
立
っ
て

い
る
の
で
一
本
外
し
て
も
く
ず

れ
な
い
）

・
足
が
横
を
向
い
た
良
い
椎
茸
が

出
来
る
。

・
袋
か
け
が
楽
で
あ
る
。
（
茸
と

ほ
だ
木
が
く
っ
つ
い
て
い
る
の

で
、
袋
を
は
さ
み
込
む
だ
け
で

よ
い
）

．
害
苗
の
発
生
が
少
な
く
、
伝
染

し
に
く
い
。

．
散
水
の
効
率
が
良
い
。

垂直立て

口

（
肱
川
町
森
林
組
合

．
欠
点
と
し
て
は
、
材
料
（
竹
、

有
刺
鉄
線
、
杭
）
が
い
り
、
多

少
手
間
が
か
か
る
。

0

散

水
散
水
施
設
を
利
用
し
て
、
椎
茸
原

木
の
成
長
促
進
、
原
基
形
成
促
進
、

茸
成
長
促
進
、
枯
死
防
止
を
図
る
。

．
散
水
は
、
適
度
が
大
切
。
（
水

の
か
け
過
ぎ
・
不
足
、
無
用
な

散
水
は
、
ほ
だ
木
を
早
く
老
化

さ
せ
る
）

0

年
間
労
働

椎
茸
一

0
0
日
、
稲
作
一

0
0
日、

そ
の
他
五

0
日

以
上
で
す
が
、
今
回
の
講
演
で
芝

氏
の
椎
茸
生
産
の
熱
意
と
意
欲
、
こ

だ
わ
り
を
み
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

芝
氏
の
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
、

自
分
独
特
の
栽
培
方
法
へ
の
手
掛
か

り
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。土

居
裕
二
）

るリ肖＜
 

丸
↑
 ニ

□
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J A育 苗セ ンタ ー ハ ウ ス

全ハウス内で順調に生育している早生種（あきたこまち）

野
や
山
が
活
動
を
始
め
、
い
つ
し

か
緑
い
ろ
に
変
わ
っ
て
来
た
。

J
A
の
育
苗
セ
ソ
タ
ー
で
は
三
月

二
十
六
日
に
播
種
し
た
「
あ
ぎ
た
こ

ま
ち
」
の
苗
は
順
調
に
生
育
を
始
め
、

育
苗
セ
ソ
タ
ー
の
全
ハ
ウ
ス
内
は
緑

の
ジ
ュ

ー
タ
ソ
を
敷
き
つ
め
た
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
今
年
は
、
全
部
で

二
万
一
八
〇
箱
の
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
。

全
国
的
に
米
は
あ
ま
り
ぎ
み
に
な
っ

て
お
り
米
の
販
売
競
争
が
厳
し
く
な
っ

J

A
育
苗
セ
ン
タ
ー
活
気
づ
く
，
．

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

て
産
地
間
格
差
が
一
段
と
拡
大
す
る

傾
向
に
あ
る
。

消
費
者
が
望
む
良
食
味
米
の
米
づ

く
り
に
努
め
る
た
め
、
人
気
の
高
い

コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
ぎ
た
こ
ま
ち
、
新

品
種
の
こ
い
ご
こ
ろ
を
中
心
と
し
た

栽
培
指
導
を
行
っ

て
い
き
た

い。

特
に
早
生
米
の
高
価
有
利
販
売
に

努
め
る
と
共
に
産
地
指
定
を
行
い
銘

柄
米
づ
く
り
に
頑
張
っ

て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

ど
う
か
生
産
者
の
皆
さ
ん
も
栽
培

指
針
を
手
本
に
し
て
良
質
米
の
生
産

に
ご
努
力
く
だ
さ
い
。

I 水田初・中期一発処理除草剤 I 

9ス9、~1キロ匹
ピラゾス）にフロンエチ）レ
エスプロカルプ・・・
プレチラクロール
ジメタメトリン

●普通物

●成分 0.3% 
15.0% 
4.5% 
0.6% 

’’1キロ粒剤の特徴
10アール(1反）当たリ 1kgの散布で安定した除草効果

1キ□粒剤は10アール当たり 1kgの散布（従来粒剤の3
分の 1の量）で、従来の3kg粒剤と同様に、優れた除草
効果と水稲に対する選択性を示します。

軽量なので作業が楽

同じ面積を散布するのに必要な薬量が従来の3分の 1に
軽置化され、作業が楽にでき、散布労力が軽減されます。

散布効率が向上

従来の 3kg粒剤よりも粒が遠くまで到達するので、 1 
回の作業でより広い面積に散布できます。同じ量で従来
の3倍の面積を散布することができるので、広い面積を
散布する場合は薬剤の詰め替え回数が少なくなり効率的
です。

軽量、小型なので持ち運びが楽

必要な薬置が従来の3分の 1に軽量化され、持ち運びが
楽にできます。また 1箱の規格が24kg(3kgX 8袋）か
ら12kg(1 kg X 12袋）になったため、箱での持ち運びも
楽になります。さらに容量が小さいため、保管場所のス
ペースも少なくて済みます。

因上手な使い方のポイント

1.散布時期

田植が 5月上旬

までの地域 I 

代かき田植
▼ ▼ 5日

I 
7日 12日

一
一5 日

2.散布量

10アール当り 1kg(1袋）で十分な効果

があります。

田植が 5月中旬
以降の地域 ［ 

代かき田植
▼ ▼ 5日 7日 10日 15日

し使用Eこロコ葉期まて） 」

●代かきはていねいに行ってください。
●浅植にならないよう植付はていねいに行ってく
ださし。ヽ

●補植は薬剤散布の 3日前までに終わらせてくだ

さし‘°



(19)＠。4。悠l 匠 Oj) 醐麟

健康だからこそ、知っておきたい自分のからだ

人間ドックで健康チェック！
日本は今、かつてない高齢化社会を迎えています。しかし、一方では、がん、心臓病、脳卒

中等の成人病が今まで以上に増加する傾向にあります。これらの成人病の予防のためには、健

康的な生活習慣を築くことが第一です。それともう一つ大切なことは早期発見・早期治療に努

めることです。自覚症状のほとんどない時期に異常を発見し、治療することが成人病の予防に

は何よりも効果的なのです。

厚生連人間ドックのご案内
〇最新鋭の検査設備により、高水準のデータを迅速に提供します。

〇検査結果はその日のうちに専門の医師が判定し、本人にお渡しします。

0コンピュータの導入により過去の個人データも一括管理し、継続的に健康状態をチェックい

たします。

〇新しく前立腺がんと甲状腺疾患の検査項目を設置しました。

コー ス 名 ドック名 一 般 料 金 組合員料金 オプション検査

1日ドック 37,000円 頭部CT8,000円
基 本コース

1泊2日ドック 55.000円 50,000円 含む

1日ドック 39,000円 頭部CT8.000円
女性コース

1泊2日ドック 65.000円 52,000円 含む

胸部 CTコース 1泊2日ドック 66.000円 55,000円 含む

腹部 CTコース 1泊2日ドック 66,000円 55.000円 含む

（消費税別、 1泊2日ドックには、宿泊費含む）

J A愛媛厚生連健診センター
〒790松山市鷹子町533-1
TEL 089(970)2070 

人閻ドックヘのお閾い合わせ、お申込みは、

最寄りーの JA窓口か、

フリーダイヤル 0120-874-702まで
ちょっとひといきおはなし な～に

闘
5
月
6
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
7
日
（
水
）
中
津
方
面

5
月
8
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
認
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
14
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
15
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
20
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

5
月
21
日
（
水
）
中
津
方
面

5
月
22
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

5
月
27
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

5
月
28
日
（
水
）
岩
谷
方
面

5
月
29
日
（
木
）
大
谷
方
面

5
月
醤
油
配
達
予
定
表

L
P
G
配
達
予
定
表

5
月
2
日
（
金
）
大
屋
敷
・
大
平

5
月
6
日
（
火
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

5

月
8

日
（
木
）
藤
野
原
•
町

5
月
10
日
（
土
）
八
重
栗
・
上
森
山

・
大
成
・
正
山

5
月
12
日
（
月
）
久
保

5
月
14
日
（
水
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越

月
野
尾
・
京
造

5
月
16
日
（
金
）
中
津
・
小
倉

5
月
19
日
（
月
）
広
常
・
影
地

5
月
21
日
（
水
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

5
月
23
日
（
金
）
白
石
・
上
小
藪
・

中
小
藪

5
月
26
日
（
月
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

道
野
尾
・
赤
岩

5
月
28
日
（
水
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜
生
谷

5
月
30
日
（
金
）
全
敷
水
・
菟
野
尾

5
月
9
日
（
金
）
本
所
地
区

5
月
16
日
（
金
）
宇
和
川
方
面
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! ＿-------―ーニコ― ‘9年

”!  ！ • --, ． 
! - - --,  ! 木三こ材量量市量言況-

モ左i- ‘ ! 

・椎 茸 市 況 ・ ！ 
. - ・ • - -—- =- ！ ！ 

！ ！ 
！ 優良材生産は直材づくりから／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．I ~ i ·-~-,.... ~,~---~-..... /-・ -·,.--,~,~---. ・・・-・・-- -・ ! 
i. .---- ! 
！ 平成 9年 3月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

｝ 県森連市況 大洲木市より （単位面当り：円） 市売日・•平成 9 年 3 月 25 日 l 
！ 

市売数産・・1,124ケース 22,900kg f 

！ さ末口径
スギヒノキマッ 平均単価 4,202円

！ 直曲がり直曲がり 直
その他 鋭丙別単価

! 7 cm下本 419本 230本 538本 340 銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 l
し 8 CID上本 567本 476本 776本 767 こうこ 6,500 ~ 7,500 強特用大 3,500~ 4,500 保 ！ 

大 厚 4,600~ 7,000 強特用中 4,000~ 5,500 強！• 14mll3cm上23,800_44,900 -18cm上22,000
! 18 CID上21,400 -44,400 -4cmJ: 26,000 

24 CID上21700 -45 800 - cm上36000 中 厚 5,500~ 7,000 強特用中小 4,000~ 5,000 強 ！ 
！ ！ 7 CID下本 160本 120本 208本 146 中小厚 4,000 ~ 6,500 強特用小 3,000~ 4,000 保

! 8 CID上本 340本 340本 354本 354 ! 小 厚 3,500~ 5,000 保 大パ レ 3,000~ 4,000 保
l I') m 111 CID上16,200I I 21,600 3m i I J mli ~ CID上21,600 -37,900 -18cmJ: 20,000 大ウス 3,800~6,000 強 中バ レ 3,000~ 4,000 保 ！ 

! 18 CID上20,000 -36,200 -4cmJ: 23,000 中ウス 4,200 ~ 6,500 強中小パレ 3,000 ~ 4,000 保 ！ 
2 4 CID上16,800 cm上 中小ウス 3,800 ~ 5,800 強 小パ レ 1,600 ~ 2,500 保 ！ l 7 CID下本 70本一本 70本一

! 2 m  8CID上本一本一本一本一 小ウス 3,000~5,000 保変形 2,300~ 4,100 保！

! 16 CID上 8,000 -22,000 -13cm上 ジャミ 1,600~ 3,000 弱 色 悪 ウ ス 2,500~ 4,300 保！

! 30 CID cm上！
1 3 CID上2s,oooI I 66,100 

どんこ大 5,500 ~ 7,000 強色悪パレ 1,700 ~ 3,000 保

! 6 m ! 
！ 

18 CID上26400 55 800 どんこ中 4,000 ~ 6,000 強 4粒ドソコ 1,800 ~ 2,600 弱 ！ 

！ 
特 選 241,000 どんこ小 2,800 ~ 3 900 弱スライス 800 ~ 6,200 強 ！ 

！ 足 場 1m当 た り 円～ 円 概況 春子の発生が遅れ出品数は少なく、小葉系の多い市であった。商社の 9 
桧、一般材は保合相場。 買気は強く、相場は全般に強保合で推移。特に中葉ウス～中厚は強い。

l ！ 備考 杉、 3M柱材は製品の動向により値下り、その他保合。 パレ系、小葉は保合。小粒どんこ、ジャ ミはやや弱保合であった。 ！ 
i 枝打材、優良材は品薄で強保合 i 
\.~-------------------------------------------------------_, 

新任者挨拶

林業改良指導員

赤 松 寛 和

はじめまして、私名前は、「赤松寛和」といいます。歳

は25でちょっと太めの体格をしております。この度、平

成 9年 4月1日より肱川町森林組合駐在をさせていただ

くこととなりました林業改良指導員です。

生まれは松山市で、現在は大洲市の県独身寮(3畳 1

間）で日々を過ごしております。大洲の暑い夏を二回も

過ごしたのでやせたかな？と思っていたら10kg程重く

なってしまいました。作業着のズボ‘ノのサイズもあれよ

あれよと言う間に91セソチ（ウエスト）！！まで増えました。

もともとの大きさは・・・…忘れました。

趣味は、スボー ツ観戦、 キャソプ、釣り、スキー等で

す。プロ野球では、吉田監督率いる阪神タイガース（今

年も優勝をねらっとります）、 Jリーグでは鹿島アソト

ラーズを応援してます。

釣りは、投げ釣りが主流なんですが、最近流行のルアー

釣り、渓流釣りにもチャレソジしたいと思っています。

大洲に来てから、長浜町担当をしていましたので、肱

川町の地理には正直言って余り詳し くありま せん。現場

で迷子になったら助けを求めるかもしれませんがあやし

い物ではありますが、助けてやってください。

また、経験も少なく教えて頂くことの方が多いと思い

ますが、頑張りますので何卒よろしくお願いします。

離任のあいさつ

林業改良指導員

越智慎吾

謹啓桜花爛漫の候、皆様方におかれま

してはますます御健勝のこととお喜び申し

上げます。

さて、この度の人事異動で、肱川町森林

組合駐在の席を解かれることとなりました。

在任中は、公私にわたり大変お世話にな

りました。

一年間という非常に短い期間ではありま

したが、肱川の自然の美しさに触れ、また、

森林組合の方々を始め、地域の温かい方々

の思いやりに触れ、とても楽しく過ごさせ

ていただぎました。

今後は、大洲出張所林業課において勤務

することとなりますが、肱川で得た貴重な

経験や思い出を肥に、誠心誠意努力します

ので今後ともよろしくお願い申し上げます。
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ピ
ー
マ
ン
の
定
植

今
年
は
、
植
付
が
一

0
日
早
ま
り

五
月
十
日
前
後
に
予
定
さ
れ
て
い
ま

ピ
ー
マ
ソ
は
、
高
温
を
好
む
野
菜

で
す
か
ら
植
え
付
け
に
注
意
し
ま
す
。

1

植
付
準
備

昨
年
、
三
戸
で
白
絹
病
が
発
生
し

ま
し
た
。
発
生
す
る
と
有
効
な
農
薬

が
あ
り
ま
せ
ん
。
発
生
が
見
込
ま
れ

る
ほ
場
に
は
植
え
付
け
な
い
か
、
土

壌
消
毒
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ほ
場

の
排
水
を
良
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
暗
渠
や
排
水
路
を
設
置
し
ま
す
。

ピ
ー
マ
ソ
は
連
作
を
嫌
い
ま
す
。

毎
年
ほ
場
を
変
え
る
こ
と
が
ベ
ス
ト

で
す
が
、
連
作
と
な
る
場
合
は
、
十

分
な
土
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
植
付

の
一
月
以
上
前
に
十
ァ
Jv

当
た
り
堆
肥

四
ト
ソ
以
上
、
土
壌
改
良
資
材
（
サ
ソ

ラ
イ
ム
）
を
百
六
十
キ
ロ
投
入
し
ま
す
。

根
を
十
分
張
ら
せ
る
た
め
の
深
耕
も

重
要
で
す
。

2

定
植
準
備

畝
作
り
は
天
候
に
左
右
さ
れ
る
の

で
早
め
に
作
り
ま
す
。
植
付
の
二
週

間
前
に
は
行
い
ま
す
。
そ
の
湯
合
、

畝
の
深
層
ま
で
十
分
に
湿
っ
て
い
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

3

定

植

苗
令
と
し
て
は
最
初
の
花
が
開
く

直
前
か
ら
開
花
し
た
頃
で
す
。
作
業

は
晴
天
の
暖
か
い
日
に
行
い
ま
す
。

定
植
時
の
気
温
に
よ
っ
て
後
々
の
生

育
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

植
付
は
浅
植
え
と
し
、
株
元
に
土

や
ワ
ラ
等
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
株
元
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
病

気
の
予
防
に
有
効
で
す
。

ネ
キ
リ
ム
シ
で
株
元
が
食
害
さ
れ

枯
れ
た
株
も
目
立
ち
ま
し
た
。
定
植

時
に
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
粒
剤
の
施
用
が

必
要
で
す
。

軟
弱
な
苗
や
老
化
苗
の
場
合
は
定

植
後
に
二

0
0倍
程
度
の
液
肥
を
施

し
ま
す
。
活
着
が
遅
れ
、
生
育
の
悪

い
場
合
は
一
番
果
を
摘
果
し
、
生
育

を
促
進
し
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主

査

河

野

幸

生

早
期
栽
培
水
稲
の
初
期
管
理

一
基
肥
の
施
用

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
「
あ
き
た
こ
ま
ち
」

は
倒
伏
し
や
す
く
、
い
も
ち
病
に
弱

い
の
で
、
甚
肥
は
控
え
め
に
し
て
穂

肥
重
点
と
し
ま
す
。

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
ひ
め
有
機
ブ
レ

ソ
ド
を
一

0
a
当
た
り
二

0
ー
三
〇

認
、
「
あ
ぎ
た
こ
ま
ち
」
で
三

0
k
gを

目
安
と
す
る
が
、
地
力
や
前
作
に
応

じ
て
加
減
し
ま
す
。

二
初
期
病
害
虫
対
策

い
も
ち
病
、
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
、

ウ
ソ
カ
類
対
策
と
し
て
、
移
植
当
日

に
ビ
ー
ム
ア
ド
バ
ソ
テ
ー
ジ
粒
剤
を

箱
当
た
り
五

0
g施
用
し
て
お
き
ま

す。三
移
植
と
栽
植
密
度

栽
植
密
度
は
面
当
た
り
十
八
株
程

度
と
し
ま
す
。
植
付
本
数
は
株
当
た

り―――

l
四
本
と
し
ま
す
。
本
数
が
多

い
と
ひ
弱
な
分
げ
つ
と
な
り
、
病
気

の
発
生
や
偽
伏
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
補
植
は
連
続
し
た
欠
株
が

な
い
限
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

欠
株
率
が
五
％
程
度
以
内
で
あ
れ
ば

収
量
に
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四

除

草

剤

散

布

移
植
後
、
カ
ル
シ
ョ
ッ
ト
フ
ロ
ア

ブ
ル
で
は
三
ー
五
日
後
、
ウ
ル
フ
エ
ー

ス
粒
剤
で
五
ー
七
日
後
、
ス
パ
ー
ク

ス
タ
ー
粒
剤
で
七

i
-
0
日
後
に
散

布
し
ま
す
。

散
布
後
三

i
五
日
間
は
堪
水
を
保

ち
、
落
水
や
か
け
流
し
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

散
布
量
は
フ
ロ
ア
ブ
ル
剤
で
一
〇

a
当
た
り
五

0
0
m
Q
、
粒
剤
で
一
槌

と
し
ま
す
。

五
除
草
剤
散
布
の
注
意
点

今
年
か
ら
発
売
さ
れ
る
粒
状
タ
イ

プ
の
除
草
剤
は
、
全
て
一
柊
剤
に
変

わ
り
ま
す
。
従
来
は

一
0
a
当
た
り

三
誼
散
布
で
し
た
が
、
散
布
量
は
一

屈
に
変
わ
り
ま
す
。
散
布
量
を
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

六
移
植
後
の
水
管
理

移
植
後
は
活
着
す
る
ま
で
深
水
と

し
、
低
温
時
に
備
え
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
サ
イ
レ

ー
ジ
調
整
と
安
定
し
た
夏
作
飼
料
作

物
栽
培

ー
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
サ
イ

レ
ー
ジ
調
整

秋
播
き
し
た
イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ

ラ
ス
は
、
夏
作
の
こ
と
を
考
慮
す
る

と
最
後
の
刈
り
取
り
と
な
る
。

栗
の
栽
培

接
ぎ
木
後
の
管
理

接
ぎ
木
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、

接
ぎ
木
後
の
管
理
が
大
切
で
す
。

発
芽
後
の
新
梢
は
、
毛
虫
は
ぞ
う

む
し
等
に
食
害
を
受
け
た
り
、
せ
っ

か
く
活
着
し
た
新
梢
が
枝
折
れ
し
た

り
、
芽
か
ぎ
が
遅
れ
て
生
育
不
良
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
接
ぎ
木
後

は
定
期
的
に
巡
回
し
、
病
害
防
除
や
、

誘
引
、
芽
か
ぎ
を
行
い
、
丈
夫
な
樹

づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

防

除近
年
、
害
虫
が
増
え
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
特
に
、
四
月
は
ク
ス
サ
ソ

の
重
要
な
防
除
時
期
で
す
。
四
月
下

旬
頃
卵
が
ふ
化
し
た
ら
、
早
め
に
防

除
し
ま
し
ょ
う
。
防
除
が
遅
れ
る
と
、

効
果
が
な
く
な
り
ま
す
。

薬
剤
は
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク
ス

（
水
）
の
一

0
0
0倍
(
-
0
0
リ
ッ

ト
ル
当
た
り
―

oome)で
対
応
し

ま
す
。

刈
り
取
り
は
、
高
栄
養
生
産
が
期

待
で
き
る
出
穂
期
を
中
心
と
す
る
が
、

天
気
予
報
に
十
分
留
意
し
、
雨
が
続

き
調
整
作
業
に
支
障
を
き
た
す
よ
う

で
あ
れ
ば
少
々
早
く
て
も
刈
り
取
る
。

イ
タ
リ
ア
ソ
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
乾
草

に
調
整
す
る
場
合
、
刈
り
取
っ
た
圃

場
に
お
い
て
三

l
四
日
晴
天
の
下
で

数
回
反
転
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

サ
イ
レ
ー
ジ
に
調
整
す
る
方
法
も

あ
り
、
サ
イ
レ
ー
ジ
の
原
料
と
し
て

は
、
発
酵
品
質
が
良
く
、
家
畜
も
好

み
栄
養
価
も
高
い
。
ま
た
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
や
ソ
ル
ガ
ム
の
サ
イ
レ
ー
ジ
に

比
べ
蛋
白
質
含
量
が
多
い
特
徴
が
あ

る。
刈
り
遅
れ
や
雨
に
ぬ
れ
た
も
の
は

サ
イ
レ
ー
ジ
の
品
質
を
低
下
さ
せ
る

た
め
、
乳
酸
菌
、
ぎ
酸
及
び
糖
蜜
等

の
添
加
物
を
使
用
す
る
と
良
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
良
質
良
質
サ

イ
レ
ー
ジ
づ
く
り
」
の
基
本
励
行
し

ま
し
ょ
う
。

2

夏
作
飼
料
作
物
の
作
付
け

す
で
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ソ
ル
ガ

ム
の
播
種
適
期
と
な
っ
て
い
る
が
、

天
候
不
順
で
あ
っ
て
も
無
理
な
作
業

を
進
め
る
必
要
は
な
い
。
特
に
ソ
ル

ガ
ム
は
利
用
目
的
に
も
よ
る
が
、
八

月
上
旬
ま
で
播
種
が
可
能
で
あ
り
、

夏
作
栽
培
の
ポ
イ
ソ
ト
で
あ
る
台
風

被
害
回
避
を
大
前
提
に
適
切
な
草
種

や
品
種
を
組
み
合
わ
せ
た
安
定
し
た

飼
料
作
物
栽
培
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

高

野

政

明
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~
公
民
館
で
は
、
平
成
九
年
度
の
活
動
方
針
を
次
の
と
お
り
策
定
し
ま
し
た
。
い

1

公
民
館
が
も

つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
学
習
セ
ン
タ
ー
、
情
報
セ
ン
タ
ー
1

了
←
し
て
の
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
施
設
・
設
備
の
整
備
、
活
動
内
容
~

~
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ぃ

公

民

館

の
学
習

・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
各
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ
＂

9

る
よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

0
基
本
方
針

「
一
人
ひ
と
り
の
心
に
風
を
」
と
展
開

さ
れ
て
い
る
「
風
お
こ
し
運
動
」
の
理
念

に
基
づ
き
、

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ
タ
ー
、
学
習
セ

ソ
タ
ー
、
情
報
セ
ソ
タ
ー
と
し
て
の

公
民
館
の
機
能
充
実
に
つ
と
め
、
町

民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、

情
操
の
純
化
を
図
る
公
民
館
活
動
を

展
開
す
る
。

●
風
お
こ
し
運
動
パ

ー
ト

II
に
そ
っ
て
、

関
係
す
る
各
事
業
を
推
進
す
る
。

1

幼
児
教
育

幼
児
期
の
教
育
は
、
生
涯
に
わ
た
っ

て
の
人
間
形
成
の
基
礎
事
業
で
あ

る。こ
の
役
割
を
は
た
す
親
の
家
庭
教

育
の
知
識
・
技
術
・
態
度
に
関
す

る
学
習
機
会
・
情
報
の
提
供
に
努

め
る
。

2

少
年
教
育

子
供
会
や
少
年
団
活
動
を
と
お
し

て
、
役
割
分
担
、
協
同
意
識
を
育

て
、
自
主
性
や
協
調
性
を
高
め
る

た
く
ま
し
い
「
肱
川
っ
子
」
を
育
て

る。

〶
事
業

●
わ
ん
ば
く
学
級

●
緑
の
少
年
隊

0
重
点
目
標

健
康
で
文
化
の
か
お
る

ま
ち
づ
く
り
を

H
指
し
て

平
成
九
年
度
公
民
館
活
動
方
針

代

N
 

門

凸

こ
？
み
ん
か
ん

3

ト

凸

弓

c 

＾
 凸

ト

I 
編集•発行

肱 川町 公民館
B (0893) 34-2307 

●
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

●
健
康
マ
ラ
ソ
ソ

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

●
野
外
活
動
交
流

3

青
年
の
学
習

仲
間
意
識
を
高
め
、
明
日
の
肱
川

を
担
う
青
年
と
し
て
の
教
養
を
高

め
、
社
会
的
役
割
と
責
任
を
自
覚

す
る
青
年
の
育
成
を
め
ざ
す
。

R

事

業

●
地
域
文
化
・
芸
能
活
動
へ
の
参

日ヵ
●
青
年
団
交
流
、
育
成
、
青
年
だ

よ
り
「

A
S
U
K
A
」
の
発
行
支

援
、
国
内
研
修

●
公
民
館
事
業
運
営
協
力

4

成
人
の
学
習

自
己
啓
発
、
向
上
を
図
ろ
う
と
す

る
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
と
自
主
性

に
も
と
づ
く
学
習
の
場
、
地
域
課

題
•
生
活
課
題
に
応
じ
た
学
習
機

会
を
提
供
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ

く
り
を
め
ざ
す
成
人
の
育
成
に
努

め
る
。

屯

事

業

●
フ
ォ
ー
ラ
ム
ヘ
の
参
加
啓
発

●
図
書
室
利
用
に
よ
る
個
人
学
習

援
助

●
成
人
学
習
機
会
の
情
報
提
供

●
定
例
部
落
長
会
に
お
け
る
公
民

館
学
習

5

婦
人
の
学
習

健
全
な
家
庭
づ
く
り
と
地
域
に
お

け
る
婦
人
の
役
割
を
正
し
く
認
識

し
、
教
養
を
高
め
、
輝
き
の
あ
る

婦
人
の
育
成
を
め
ざ
す
。

④

事

業

●
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成

（
文
化
、
料
理
、
ス
ポ
ー
ツ
等
）

6

高
齢
者
の
学
習

高
齢
化
の
著
し
い
肱
川
町

に
あ
っ

て
高
齢
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き

、0
し自

己
の
健
康
を
維
持
し
、
地
域
に

お
け
る
役
割
の
自
覚
、
社
会
の
変

化
に
対
応
で
き
る
学
習
活
動
、
諸

活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め
る
学

習
活
動
を
す
す
め
る
。

屯

事

業
•
お
四
国
学
級

●
明
老
大
学

●
創
作
館
活
動

●
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

●
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル
フ
大
会

●
単
位
老
人
ク
ラ
プ
学
習
活
動
の

支
援

7

図
書
活
動

読
書
を
通
し
て
心
豊
か
な
人
間
性

を
培
い
、
お
互
い
の
心
の
ふ
れ
あ

い
を
図
り
な
が
ら
住
み
続
け
た
い

町
、
新
し
い
町
を
創
造
す
る
た
め

に
図
書
活
動
の
充
実
を
さ
ら
に
す

す
め
る
。

蒼

事

業
•
お
話
文
庫

●
児
童
文
庫

●
事
業
所
文
庫

●
配
本
駐
車
場

●
読
書
会

8

国
際
感
覚
啓
発
活
動

国
際
惑
覚
を
養
う
学
習
機
会
を
提

供
し
、
視
野
を
広
く
も
っ
人
材
の

育
成
を
図
る
。

屯

事

業

●
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

●
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

●
肱
川
国
際
風
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
英
語
教
室

9

同
和
教
育

す
べ
て
の
住
民
が
同
和
問
題
を
国

民
的
課
題
と
し
て
受
け
と
め
、
自

己
の
変
革
を
図
る
と
共
に
、
生
活

の
中
で
そ
の
解
決
に
努
力
す
る
よ

う
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

唖

事

業
•
第
8

回
「
熱
き
風
心
を
開
く

人
権
集
会
」

●
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

●
同
和
問
題
懇
談
会

●
企
業
・
事
業
所
・
各
種
団
体
の

同
和
教
育

•
町
職
員
の
同
和
教
育

●
同
和
教
育
啓
発
活
動

●
子
供
会
育
成
事
業

10
視
聴
覚
教
育

映
画
や
ビ
デ
オ
等
視
聴
覚
教
材
活

用
に
よ
る
学
習
の
推
進

唖

事

業

●
町
公
民
館
の
視
聴
覚
器
材
並
び

に
大
洲
視
聴
覚
セ
ソ
タ
ー
の
十

六
ミ
リ
映
画
や
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

等
を
各
講
座
・
学
級
に
教
材
と

し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
。

11

文
化
活
動

「
文
化
の
香
る
町
」
を
め
ざ
し
て
、

文
化
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
の
育

成
を
図
る
。

〶
事
業

●
文
化
協
会
の
育
成

●
地
域
文
化
の
堀
り
お
こ
し

●
文
化
芸
能
発
表
会
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平成9年度

●スポーツ大会

然振叫

社会体育活動計画

鯛麟

開催日 大会名 開催場所 備 考

5. 6 ~ 第25回 1BJ内ソフト
町民運動場 第第 1試合19時時30分から

毎週月 ～金 ポー）レリーグ戦 2試合20 50分から

5 18(日） ル少年大キ会ックベースポー 町民運動場 予備巴 5月25日（月）

5. 18(日） 大少年会ニュースポーツ トレーニング
予備日 5月25日（日）

セ ン タ ー

6. 1 (日 ） 大町会内バレーポー）レ
予大正中セト了谷野山レ林ン小小小ー＇小体体体ニ体タ育育育ン育館館館館グー

6 1 (日 ） 町J内¥レクリエーショ 肱川中体育館
ン レー大会

第）（大レス会フ4ポ大予回レ選会グクラ）' ウンドゴ6.6(金）
97八幡浜

町民運動場

予6.2備2(日日） 
大第1会8回町内クロッケー

老（老一年般年年齢の[I1制部部部限(（60オオ～70オ）） 町民運動場
70 以上

6. 29(日） （大ス会ポ予レ選ク）'97八幡浜
無し）

1 0. 1 0(金） 第37回町民運動会 肱川中学校 予備日10月12日（日）

第13回ふれあいまつ

11. 1 6(日）
り

肱川中学校
グラウンドゴルフ大
ベコこ工

1. 25(日 ） 大第会17回健康マラソン 肱川中学校

1. 25(日） 第18回肱川駅伝大会 肱川中学校

0その他の大会

開催日 大 会 名 開催場所 備 考

9.7(日 ）
スポレク '97喜多郡大会

内子 町
（文ポレク'97八幡元迂ミ予君）

10. 5 (日 ）
スポレク '97八幡浜

大洲 市 一等般（同競日技開、催ク）ロッケー
大会

11 2 (日 ）
スポレク '97愛媛県

県運動公匿l
大会

1
2
文
化
財
の
愛
護
活
動

県
・
町
指
定
文
化
財
の
保
存
と
理

解
・
啓
発
に
努
め
、
郷
土
に
伝
わ

る
年
中
行
事
・
伝
統
芸
能
の
伝
承

を
図
る
。

屯

事

業

●
鎮
縄
神
楽
公
演

•
大
谷
文
楽
公
演

●
民
俗
文
化
財
記
録

0

盆
踊
り
等
伝
承

1
3
展
示
・
広
報
活
動

●
展
示
活
動

学
習
情
報
の
提
供
、
グ
ル
ー
プ

活
動
の
作
品
展
示
、
芸
術
文
化

事
業
の
情
報
提
供

●
広
報
活
動

公
民
館
報
の
毎
月
発
行

蔓

事

業

●
年
間
を
通
し
て
各
グ
ル
ー
プ
、

サ
ー
ク
ル
作
品
の
展
示

●
公
民
館
報
の
毎
月
発
行

1
4
社
会
体
育

各
世
代
に
応
じ
た
社
会
体
育
を
推

進
す
る
。

屯

事

業

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

1
5
生
活
運
動
の
推
進

各
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り

生
活
運
動
を
推
進
す
る
。

●
冠
婚
葬
祭
を
中
心
と
す
る
生
活

改
善
運
動

●
分
煙
運
動
の
推
進

●
あ
い

さ
つ
運
動

●
国
旗
を
掲
げ
る
運
動

16
「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
の
展
開

「
新
し
い
町
創
造
計
画
」
の
中
”
行

財
政
の
効
率
化
“
に
も
と
づ
く
組

織
機
構
簡
素
合
理
化
の
推
進。

地
区
組
織
の
整
理
合
理
化
に
お
け

る
分
館
組
織
の
見
直
し
。

17
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
展
開

●
花
と
緑
を
育
み
、
美
し
い
風
景

を
み
ん
な
で
共
有
す
る
花
の
ま

ち
づ
く
り
運
動
の
展
開

●
管
理
し
や
す
く
み
ん
な
が
手
軽

に
参
加
で
き
る
花
づ
く
り
運
動

●
地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
や
幹

線
道
路
へ
の
植
苗
（
樹
）

●
グ
ル

ー
プ
を
中
心
と
し
た
花
い
っ

ば
い
運
動

平
成
八
年
度
（
第
十

二
期
）
明
老
大

学
の
閉
講
式
を
三
月
十
四
日
行
い
ま

し
た
。
今
年
度
の
受
講
者
は
二
十

―
―

名
、
う
ち
二
名
は
昨
年
か
ら
引
き
続

い
て
の
受
講
で
す
。
今
年
は
八
月
よ

り
月
一
回
講
座
を
行
い
ま

し
た
。
今

回
は
最
終
講
座
で
、
料
理
づ
く
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
普
段
は
料
理
は
さ

れ
な
い
で
あ
ろ
う
男
性
陣
も
混
じ
っ

て
料
理
し
ま
し
た
。

閉
講
式
で
は
、
館
長
よ
り
修
了
証

書
が
渡
さ
れ
、
町
長
、
福

田
社
会
福

祉
協
議
会
長
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し

た
。
一
月

二
月
の

二
回
に
わ
た
っ
て

製
作
し
た
「
焼
ぎ
物
」
も
完
成
し
、
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
受
講
生
の
み
な
さ
ん
は
、

明
老
大
学
の
思
い
出
等
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

「
学
ぶ
」
こ
と
と
「
体
を
動
か
す
」
こ

と
が
、

「
若
さ
」
を
保
つ
秘
け
つ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。i

 

と

4,
t
i
r
i
'
'
ほ
目
島
'
’
厨
且

日ごろ慣れない料理に取り組む男性陣

「
学
ぶ
」
こ
と
「
体
を
動
か
す
」
こ
と
が

「
若
さ
」
の
秘
訣

a□ 
陶芸作品
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0

前

任

校

内
子
町
立
大
瀬
小
学
校

〇
趣
味
特
技
車
・
バ
イ
ク
・
パ
ソ

コ
ソ
他
い
ろ
い
ろ

0

ひ
と
こ
と
風
の
町
肱
川
町
へ
天

気
の
い
い
日
は
、
バ
イ
ク
で
風
を

感
じ
な
が
ら
通
勤
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

『

：教諭 ！ 
''  

i 大江恭助；
し—---------------------------

鸞
正
山
小
学
校
双
双

双
双
中
野
小
学
校
双
双

晨
大
谷
小
学
校
双
双

0

転
出
等

専

門

員

宮

下

保

則

（
五
十
崎
小
学
校
へ
）

0

前

任

校

長
浜
町
立
出
海
小
学
校

〇
趣
味
特
技
お
菓
子
作
り

お
箪
を
ひ
く
こ
と

0

ひ
と
こ
と
初
め
て
の
転
勤
で
不

安
に
思
う
事
も
あ
り
ま
す
が
早
く

肱
川
町
に
慣
れ
て
仕
事
を
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

0

転
出
等

教

諭

西

山

明

美

（
大
谷
小
学
校
へ
）

教
諭
大
久
保
喜
久
美

（
大
洲
市
新
谷
小
学
校
へ
）

教
諭
宇
都
宮
彰
一

（
白
滝
小
学
校
へ
）

事
務
職
主
査
西
原

（
中
野
小
学
校
へ
）

●
事
務
職

主

査

西

原

誠

（
正
山
小
学
校
よ
り

誠 9

9

9

9

9

9

9

9

,

J

 美由~

事
多
ー

一

本一

主
•
9999999,J 

0

前

任

校

内
子
町
立
村
前
小
学
校

〇
趣
味
特
技
旅
行
、
ス
キ
ー
等

0

ひ
と
こ
と
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

教

論

西

山

明

美

（正
山
小
学
校
よ
り
）

養

護

教

諭

吉

岡

薫

（
肱
川
中
学
校
よ
り
）

0

転
出
等

教
頭
樋
内
み
ど
り

（
櫛
生
小
学
校
へ
）

教
諭
土
井
佐
知
子

9

9

9

9

9

9

9

J

 

子
-

貴富
一

事
宮
一ニー

主

—

1

9

9

9

9

9

9

,

L

 

0

前

任

校

野
村
町
立
渓
筋
小
学
校

〇

趣

味

特

技

手

芸

0

ひ
と
こ
と
十
四
年
前
に
肱
川
町

で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
た
な
気
持
ち
で
誠
心
誠
意
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0

転
出
等

養
護
教
諭
森
岡
香
代
子

（
肱
川
中
学
校
へ
）

●

養

護

教

諭

亀

井

京

子

（
大
谷
小
学
校
よ
り
)

晨
予
子
林
小
学
校
双
双

0

転
出
等

教
諭
渡
辺
み
ど
り

（
五
十
崎
小
学
校
へ

0

前

任

校

内
子
町
立
村
前
小
学
校

〇
趣
味
特
技
音
楽
・
映
画
鑑
賞

0

ひ
と
こ
と
中
学
を
卒
業
し
て
十

六
年
ぶ
り
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

歳
だ
け
は
重
ね
て
い
て
も
ま
だ
ま

だ
未
熟
者
で
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

,

J
 

‘
n
"
[
-

ヵカ一籍
一

諭
崎
一山

}

教

―

9

9

9

9

9

9

9

,

」

町
内
の
小
中
学
校
で
異
動
が
あ
り
、
十
五
人
の
先
生
が
転
出
さ
れ
、

の
先
生
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

な
お
町
内
異
動
の
方
の
紹
介
は
省
略
し
ま
し
た
。

町
内
教
職
員

十
四
人

； 教 頭

； 三好栄美子 ； 
-------------------------

晨
岩
谷
小
学
校
双
双

（城
川
町
魚
成
小
学
校
へ
）

養

護

教

諭

亀

井

京

子

（
予
子
林
小
学
校
へ
）

0

前

任

校

野
村
町
立
野
村
中
学
校

〇
趣
味
特
技
ス
ポ
ー
ツ
・
つ
り

0

ひ
と
こ
と
宇
和
町
の
生
ま
れ
で

す
が
、
肱
川
流
域
の
人
間
と
し
て
、

親
し
く
お
つ
き
あ
い
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

0

前

任

校

長
浜
町
立
長
浜
中
学
校

〇
趣
味
特
技
映
画
鑑
賞

0

ひ
と
こ
と
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
を
き
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

9

9

9

9

9

9

9

9

,
 

え
~

さーひ
―

諭
田
-

峰

教
9

9

9

9

9

9

9

1

.
 

9

9

9

9

,

J

 
男言一

9
、A
|
-

藤内一

9
9
9
9
,
L
-

双
双
肱
川
中
学
校
双
双
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0

転
出
等

教

頭

米

澤

良

幸

（
大
洲
市
蔵
川
小
学
校
へ
）

教

諭

坂

本

葉

子

（
大
洲
市
大
洲
南
中
学
校
へ
）

養
護
教
諭
森
岡
香
代
子

（
予
子
林
小
学
校
よ
り
）

0

前

任

校

野
村
町
立
野
村
中
学
校

〇
趣
味
特
技
ス
キ
ー

・
ピ
ア
ノ
・

旅
行

0

ひ
と
こ
と
肱
川
町
は
桜
の
花
が

と
て
も
き
れ
い
で
、
毎
日
見
る
の

が
楽
し
み
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

-
9
1`

ー
ー

1
,
9

9

9

9

9

9

9

9

．．． 

J
 

.

.
 

し
5

，
屯

1

-

•• 

,: 

．．
 ••• 

-

.,＇ 
9
9
 

美由真

諭
E

桝一
く一
0

田―
ネ
―

`
S
 

教
9

9

9

9

9

9

9

,

 

0

前

任

校

内
子
町
立
内
子
中
学
校

〇

趣

味

特

技

釣

り

0

ひ
と
こ
と
新
転
地
で
、

ん
命
が
ん
ば
り
ま
す
。

一
生
け

¥

9

9

9

9

9

9

,

J

 

司
一

)ー

恵
ム
削
山
一

▲ヽし
―――-R

築＿

教
,

9

9

9

9

9

9

9

,

L
 

教

諭

岩

本

留

美

（
野
村
町
惣
川
中
学
校
へ
）

教

諭

山

崎

和

恵

（
内
子
町
大
瀕
中
学
校
へ
）

養

護

教

諭

吉

岡

薫

（
大
谷
小
学
校
へ
）

0

幼
稚
園

・
中
野
幼
稚
園

助

教

諭

松

岡

佳

代

（
大
谷
幼
稚
園
よ
り
）

・
正
山
幼
稚
園

教
諭
堀
川
千
賀
子

（
岩
谷
小
学
校
よ
り
）

・
大
谷
幼
稚
園

教
諭
重
岡
美
須
寿

（
中
野
幼
稚
園
よ
り
）

・
岩
谷
幼
稚
園

教

諭

上

野

順

子

（
正
山
幼
稚
園
よ
り
）

0

学
校
事
務

•
岩
谷
小
学
校

係

長

上

岡

時

子

（
大
谷
小
学
校
よ
り
）

．
肱
川
中
学
校

校

務

員

亀

岡

幸

子

（
給
食
セ
ソ
タ
ー
よ
り
）

・
給
食
セ
ソ
タ
ー

調

理

員

坪

井

友

江

（
肱
川
中
学
校
よ
り
）

囲入

川
柳
と
俳
句
と
の
違
い
は

季
語
が
あ
る
も
の
が
俳
句
、

抑
な
い
も
の
が
川
柳
と
い
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

c""＞
 

開
俳
句
は
自
然
を
う
た
い
、

川

柳
は
人
間
を
詠
む
と
も
い
い
ま
す
。

こ
れ
は
両
者
の
違
い
を
際
立
た
せ

る
た
め
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で

す。

川
柳
も
俳
句
も
、
五
・
七
・

五
の
リ
ズ
ム
で
つ
く
り
ま
す
。
最

初
の
五
を
上
五
•
ま
ん
中
の
七
を

中
七
、
最
後
の
五
を
下
五
と
普
通

呼
ん
で
い
ま
す
。
「
字
余
り
」
と
は
、

こ
の
数
に
対
し
て
一
っ

二
つ
余
分

な
場
合
を
、
ま
た
、
「
字
足
ら
ず
」

と
は
、
逆
に
一
っ

二
つ
不
足
す
る

「
川
柳
を
つ
く
ろ
う
」

0

社
会
教
育
課

社
会
教
育
主
事
沖
野

（公
民
館
主
事
兼
務
）

0

公
民
館

主

事

補

上

田

智

子

（
新
採
）

0

町
誌
編
纂
事
務
局

補
助
員
浅
井
箕
由
美

（
公
民
館
よ
り
）

※
社
会
教
育
指
導
員
室
の
移
動
に
つ

い
て四

月
よ
り
、
社
会
教
育
指
導
員
室

が
歴
史
民
俗
資
料
館
に
移
動
し
ま
し

た
。

（
6

三
四
ー
ニ
五
二
七
）

晃
己

二
茫
ー
フ
ェ
反

四
月
か
ら
公
民
館
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ
分
か
ら

な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
一
生
懸

命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

場
合
を
さ
し
ま
す
。
注
意
し
た
い

の
は
中
七
と
、
下
五
は
字
余
り
や

字
足
ら
ず
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注

意
し
た
い
も
の
で
す
。
声
に
出
し

て
詠
ん
で
み
る
と
、
リ
ズ
ム
が
と

れ
な
い
事
が
多
い
は
ず
で
す
。
俳

句
も
川
柳
も
十
七
字
に
事
象
を
凝

縮
す
る
も
の
で
す
。

川
柳
は
原
則
と
し
て
口
語
体
で

つ
く
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
俳

句
は
文
語
体
が
原
則
で
す
。
川
柳

で
は
俳
句
の
切
れ
字
（
「
や
」
、
「
か

な
」
の
よ
う
な
も
の
）
も
、
原
則
と

し
て
使
い
ま
せ
ん
。

季
節
は
春
、
外
に
出
る
機
会
も

増
え
ま
す
。
難
し
く
考
え
る
こ
と

な
く
、

「
あ
な
た
も
川
柳
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
」

上田 智子

i

桜
に
つ
い
て
、
今
年
は

一

．
 
~
大
発
見
を
し
た

。

そ
れ
は
桜

．
 

．
 

．
 
~
の
花
が
意
外
に
散
り
に
く
い

．
 

．
 

．
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

．
 

．
 

桜
が
ほ
ぼ
咲
ぎ
揃

っ
た
時

• 
．
 

．
 

．
 

．
 

分
に
、

一
夜
強
い
雨
が
降
り

．
 

．
 

．
 

．
 

~
雷
迄
鳴
っ
た
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

．
 
~
い
う
音
を
聞
き
な
が
ら

「あ

．
 

4
、
こ
れ
で
今
年
の
桜
も
お

．
 

．
 

．
 

．
 

~
し
ま
い
に
な
っ
て
し
ま
う
：
·
·
:
」
と

．
 
~
い
う
思
い
が
私
の
意
識
を
か
す
め
た
。

．
 

"
と
こ
ろ
が
翌
朝
、
桜
は
白
い
花
を
い
っ

．
 

．
 

．
 

~
ば
い
つ
け
前
日
と
か
わ
ら
ぬ
姿
で
立
っ

．
 

i

て
い
た
。
地
面
に
は
、
花
び
ら
が
点
々

．
 
~
と
落
ち
て
は
い
る
が
花
見
を
楽
し
む

．
 
~
に
は
充
分
な
咲
き
ぶ
り
で
あ
る
。
ど

• 
~
し
ゃ
降
り
の
雨
に
耐
え
る
花
び
ら
の

．
 
~
つ
き
方
の
強
靱
さ
に
感
心
し
た
。
そ

~
し
て
そ
れ
か
ら
又
、
半
日
位
づ
つ

二

．
 

．
 
~
日
間
雨
が
降
っ
た
の
に
、
そ
れ
で
も

i

桜
は
思
っ
た
ほ
ど
散
ら
ず
に
残
っ
て

．
 

．
 、こ。

l
>

キー

．
 

．
 

．
 

．
 
~
桜
は
風
も
な
い
の
に
一
斉
に
ハ
ラ

．
 

~
ハ
ラ
と
散
る
も
の
と
思
っ
て
い
た
私

．
 に

と
っ
て
こ
れ
は
大
き
な
驚
き
で
あ
っ

．
 

．
 
．
 

．
 
．
 
~
た
。

一
年
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
準
備

．
 

．
 
~
さ
れ
た
花
の
命
は
、
一
回
や
二
回
の

~
雨
で
簡
単
に
散
る
ほ
ど
や
わ
に
は
で

．
 

~
き
て
い
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。

．
 

．
 

．
 
~
こ
れ
が
も
し
仮
に
人
の
手
に
よ
っ

．
 

．
 
~
て
作
ら
れ
、
糊
で
く
っ
つ
け
ら
れ
た

~
も
の
で
あ
っ
た
ら
と
て
も
こ
う
は
い

．
 
~
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
自
然
の
造

~
化
の
妙
を
強
く
感
じ
た
今
年
の
桜
で

．
 

．
 
~
あ
っ
た
。

．
 

．
 [―ーファインダー履釧
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第10回肱川町文化協会

文 化 芸 能 発 表 会

空手試技 板がなかなか割れません

肱
川
町
文
化
協
会
主
催
に
よ
る
文
化
芸
能
発
表
会
が

三
月
三
十
日
（
日
）
、
午
前
十
時
よ
り
風
の
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
表
会
も
今
回
で
十
回
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
、
風
の
博
物
館
に
会
場
を
移
し
て
か

ら
は
、
広
い
舞
台
と
観
客
席
と
な
り
、
発
表
す
る
側
も

一
段
と
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
町
内
に

は
文
化
協
会
に
入
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
が
約
四
十
、
そ

の
う
ち
今
回
発
表
さ
れ
た
の
は
約
二
十
グ
ル
ー
プ
、
約

二
百
人
の
人
た
ち
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

大
谷
少
年
吟
詠
を
皮
切
り
に
、
輪
の
会
が
、
「
風
お

こ
し
運
動
パ
ー
ト

II
」
の
一
っ
と
し
て
作
っ
た
「
風
お
こ

し
音
頭
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
少
年
空
手
で

は
実
技
が
あ
り
、
低
学
年
が
板
割
り
や
、
瓦
割
り
を
披

露
、
な
か
な
か
割
れ
ず
、
や
っ
と
割
れ
た
時
に
は
、
場

内
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
風

陣
太
鼓
、
詩
吟
、
大
正
琴
や
カ
ラ
オ
ケ
と
い
っ
た
各
ク

ラ
ブ
が
発
表
し
ま
し
た
。
町
内
の
文
化
グ
ル
ー
プ
が
年

一
回
こ
う
し
て
発
表
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー

。
フ
が
同
一
会
場
で
発
表
す
る
機
会
で
す
。
お
互
い
の
発

表
を
熱
心
に
見
て
い
ま
し
た
。

岩谷大正琴の演奏
輪の会による「風おこし音頭」

．
 

• 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

肱
川
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
プ
・

．
 

ク
ラ
プ
員
募
集
~

．
 

．
 

．
 

．
 

〇
練
習
日

．
 

．
 

．
 

毎

週

月

・
木

．
 

• 

午
後
七
時
三
十
分
か
ら

・．
 

• • 
．
 

〇
練
習
場
所

．
 

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

"．
 

• 
．
 
．
 
．
 

．
 

• 
．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

．
 

• 
．
 

．
 

•. 

〇
申
込
先

役

場

新

実

雄

（三
四
ー
＿
—
-
三-
）
ま
で

直
り
直

會“巣箱を持って話を聞く子どもたち

自
然
を
再
認
識

三
月
十
一
日
（
火
）
、
中
野
小
学
校

緑
の
少
年
隊
の
六
年
生
十
六
名
が
、

茶
堂
ル
ー
ト
、
風
の
フ
ォ
ー
リ
ー
付

近
に
巣
箱
を
か
け
ま
し
た
。
河
野
森

林
組
合
長
よ
り
、
鳥
の
習
性
や
巣
掛

け
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
子
供

た
ち
は
協
力
し
あ
っ
て
巣
箱
を
か
け

て
い
ま
し
た
。
茶
堂
ル
ー
ト
完
成
以

来
巣
箱
か
け
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
ま
で
か
け
た
巣
箱
の
約
半
数
に
鳥

が
入
っ
た
形
跡
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

子
供
た
ち
は
、
「
巣
箱
か
け
は
疲

れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
ま
た
、
何

度
も
か
け
直
し
て
や
っ
と
か
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
落
ち
な
い

か
心
配
で
す
。
」
と
感
想
を
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

最
近
の
子
供
た
ち
は
、
自
然
に
ふ

れ
る
機
会
が
す
く
な
く
な
っ
た
よ
う

で
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
、

肱
川
の
自
然
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

中

野

小

学

校

緑

の

少

年

隊
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今
世
紀
、
人
類
は
二
度
に
わ
た
る
世

界
大
戦
の
惨
禍
を
経
験
し
、
平
和
が
か

け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
し
か
し
、
世
界
の
人
々
の

平
和
へ
の
願
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冷

戦
構
造
の
崩
壊
後
も
、
依
然
と
し
て
各

地
で
地
域
紛
争
が
多
発
し
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
て
い
ま
す
。
紛
争
の
背
景

に
つ
い
て
は
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

人
種
や
民
族
間
の
対
立
や
偏
見
、
そ
し

て
差
別
の
存
在
が
大
き
な
原
因
の
一
っ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

人
類
は
、
「
平
和
の
な
い
所
に
人
権
は

存
在
し
得
な
い
、
人
権
の
な
い
所
に
平

和
は
存
在
し
得
な
い
。
」
と
い
う
大
ぎ

な
教
訓
を
得
ま
し
た
。
今
や
、
人
権
の

尊
重
が
平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
世
界
の
共
通
認
識
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

我
が
国
は
、
国
際
社
会
の

一
員
と
し

て
、
国
際
人
権
規
約
を
は
じ
め
と
す
る

人
権
に
関
す
る
多
く
の
条
約
に
加
入
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
懸
案
と
な
っ
て

い
た
「
人
種
差
別
撤
廃
条
約
」
に
も
加
入

し
、
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
1
0
年
」

へ
の
本
格
的
な
取
り
組
み
も
開
始
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
基

本
的
人
権
の
侵
害
に
係
る
深
刻
か
つ
重

大
な
人
権
問
題
で
あ
る
同
和
問
題
は
、

戦
後
50
年
経
っ
た
現
在
で
も
残
っ
て
い

同
和
問
題
に
関
す
る
基
本
認
識

ま
す
。
本
格
的
な
対
策
が
始
ま
っ
て
か

ら
四
半
世
紀
余
り
、
多
く
の
人
々
の
努

力
に
よ
っ
て
、
解
決
の
方
向
に
は
進
ん

で
い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
依
然
と

し
て
我
が
国
に
お
け
る
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
国
際

社
会
に
お
け
る
我
が
国
の
果
た
す
べ
き

役
割
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
は
足
元
と
も

言
う
べ
ぎ
国
内
に
お
い
て
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
問
題
を

一
日
も
早
く
解
決
す
る
よ
う
努
力
す
る

こ
と
が
、
国
際
的
な
責
務
と
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り
、
国
民

の
一
人
一
人
が
同
和
問
題
の
解
決
に
向

け
て
主
体
的
に
努
力
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基
本
的

人
権
を
保
障
さ
れ
た
国
民

一
人

一
人
が
、

同
和
問
題
を
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て
、

同
和
問
題
が
人
権
問
題
で
あ
る
と
い
う

本
質
か
ら
と
ら
え
、
解
決
に
向
け
て
努

力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
和
問
題
は
過
去
の
課
題
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
解
決
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
を
、
人
権
に
か
か
わ

る
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
に
つ
な
げ
て

い
く
と
い
う
、
広
が
り
を
持
っ
た
現
実

の
課
題
な
の
で
す
。
従
来
の
取
り
組
み

の
反
省
を
踏
ま
え
た
新
た
な
方
向
性
が

必
要
な
の
で
す
。

社
教
主
事

大

和

田

和

敏

英語教室参加者募集

公民館では、英語劇を通して英会話を学ぶ英語教

室を開催します。初心者の方も、簡単な英会話を中

心に学習しますのでぜひ、ご参加ください。

1 開設日時

平成 9年 5月14日（水）より 第 2.第 4水曜日

〈ただし、発表が近づくと回数が増える予定です〉

2 場所

肱川町公民館

3 内 容

英語劇を通して英会話を学ぶとともに外国文化に

ふれる

4 成果発表日及び場所

平成 9年11月23日（日）

5 講師

ギャビ‘ノ・バソトック社会教育指導員ほか

6 申込み及び問い合わせ先

5月12日（月）までに公民館まで

風の多目的ホール

大
谷
小
学
校
児
童
二

十
五
名
に
よ

る
大
谷
子
供
文
楽
の
公
演
が
三
月
十

七
日
（
月
）
午
後
三
時
よ
り
、
大
谷
文

楽
伝
習
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

貪
―

い

ら

"

'

“

ん

さ

ん

こ
の
日
の
外
題
は
「
鬼
一
法
眼
三

,．

く

の

9
9-

略
之
巻
五
段
目
」
で
す
。
内
容
は
、

源
義
経
と
弁
慶
が
京
都
五
條
大
橋
の

上
で
出
会
う
場
面
で
す
。

こ
の
日
は
春
の
日
射
し
が
暖
か
く
、

地
区
の
老
人
の
方
や
、
学
校
へ
入
る

前
の
子
供
た
ち
約
三
十
名
が
子
供
た

ち
の
文
楽
を
楽
し
み
に
集
ま
っ
て
来

ま
し
た
。
観
客
の
中
に
は
、
文
楽
の

座
員
の
方
の
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

観
客
席
は
、
文
楽
伝
習
館
の
横
の
斜

面
を
利
用
し
て
、
昔
な
が
ら
の
「
か

け
小
屋
」
の
雰
囲
気
で
す
。

文
楽
は
人
形
遣
い
、
浄
瑠
璃
、
三

味
線
が
一
体
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
三
味
線
は
先
生
が
、
ソ
ソ
セ

サ
イ
ザ
ー
を
使
っ
て
三
味
線
の
音
を

出
し
て
い
ま
す
。
浄
瑠
璃
は
子
供
た

ち
が
声
を
合
わ
せ
て
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
義
経
と
弁
慶
が
橋
の
上
で

立
ち
回
る
場
面
で
は
観
客
の
方
よ
り
、

拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
芸
能
を
次
時
に
引
ぎ
継
ぐ
後

讐
が
こ
の
子
供
た
ち
の
中
か
ら
育
っ

て
欲
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
本
物

の
三
味
線
の
音
で
公
演
が
で
き
れ
ば

素
睛
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

、。

う
カ

文

楽

熱

演

大

谷

小

学

校

大
谷
子
供
文
楽
ク
ラ
プ

（
 

※
都
合
に
よ
り
「

A
S
U
K
A
」
は
お

休
み
し
ま
す
。

〇
少
年
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

時

五

月

十

八

日

（
日

）

午
前
八
時
―
二
十
分
か
ら

所
町
民
運
動
場
及
び

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

▽
場

▽
日

時

五

月

六

日

（
火
）
開
始

（
毎
週
月
＼
金
曜
日

）

第
一
試
合
午
後
七
時
三
十
分
か
ら

第
二
試
合
午
後
八
時
五
十
分
か
ら

▽
場

所

町

民

運

動

場

（高
砂
）

▽
日

0
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

五條大橋の場面
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5月の行事予定表

諏怨尋 (28) 

゜
2
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 1
6

 

1

1

 

1

6

6

 

肱川町防災の日

行政相談

心配ごと相談

春の道路愛護デー

農業委員会

18 

18 

21 

28 

少年ニュ ースポーツ大会

少年キックベースボール大会

定例部落長会

税金等出張受入れ

お
し
あ
わ
せ
に

5/6～第25回ソフトボールリーグ戦開幕 緑の募金運動期間(~31)
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響＝

2
/
26

和
氣
党
梨
ち
ゃ
ん
（
小
藪
）

3
/
6

谷
口
沙
耶
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

3
/
13

大
野
圭
太
郎
ち
ゃ
ん
（
中
野
）

3
/
1
4

福
嶋
司
ち
ゃ
ん
（
共
栄
）

山

崎

勝

弘

さ

ん
（
肱
川
町
藤
野
原
）

篠
崎
直
美
さ
ん
（
喜
多
郡
内
子
町
）

9
▲
9
§
•

-
＿
.
§

•
『9
.
9

.
-
＿.
ー

.
-
0.
9

.
←＿
・
り

よ
＿
．
ら

・
・・
9

ら

や

す

ら

愈

に

も
▲

9

♦

•
-＿
．
り
一
，
．
♦

•
-9
．
9
.
-
＿
．
§
•
『
-
·
§

•
-9
'
ー
｀
·
ー
▲

會

月

野

尾

冨

永

ミ

チ

子

さ

ん

(80
歳）

下
鹿
野
川
河
内
タ
カ
ヲ
さ
ん

(61
歳）

広

常

清

水

福

督

さ

ん

(84
歳）

汗

生

中

野

ト

モ

ヱ

さ

ん

(83
歳）

5月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

3 日
佐々木整形外科医院 43-0101 

（五 十 崎）

（土） 田渡クリ ニ ッ ク 25-3217 
（新 谷）

4 日
松本整形外科医院 44-5533 

（内 子 ）

（日） 亀井小児科医院 24-3757 
（東 大 洲 ）

5 日
曽 根 医 院

44-2801 
（内 子 ）

（月） 松尾産婦人科医院
24-5803 

（中 村）

11日
芳我外科医院

44-2560 
（内 子）

（日） 池田泌尿器科医院
24-3100 （ 東 大洲）

18日
堀 J 11 医 院

43-0555 （内 子 ）

（日） 清家産婦人科医院
24-6868 （東 大 沙H )

25日
r 玉 来 医 院

44-2248 （内 子 ）

（日） 泉 内 科 医 院
24 - 6407 （東 大 沙li)

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
市立大、洲病院

24-2151 
（大洲市西大洲）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大 洲市若宮）

木～日 大洲 中央病院 24-4551 
（大洲市東大洲）

▽

場

所

▽

日

時

5
月

6
日
（
火
）

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

◎
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

日

程

ー

場

所

＿

受

付

時

間

5
月
曾
（
木
）
保
健
セ
ン
タ
ー
午
直
砧
⑳
分

◎
ム
シ
歯
予
防
教
室

日

程

場

所

時

間

午
前

9
時

3
0
分

ー

11
時

5
月
29
日
（
木
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一

時

濯

＿
午
前9

時
30
分
ー

5
月
27
日
（
火
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

場

所

間

◎行政相談

5 5 
月 月 相

20 6 
談日 日

ヘ ヘ

火 火 日

桜笹 小福
担

田木 川田 当
相

徳明 和 談

香徳 雄保
員

日
。
日

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

時

間

濯

5
月
12
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前

10
時
ー

日

場

所

◎
元
気
印
教
室

時

宜

＿
午
前9

時
30
分
？

5
月
23
旦
金
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー

日

場

所

間

▽

場

所

▽

時

間

午
後
1
時
30
分

ー

4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

F
口
[
国
:
口

◎
心
配
ご
と
相
談

相
談
員
福
田
保
委
員

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6
三
四
ー

ニ
五

0
八

◎
社
会
保
険
一
日
（
出
張
）
相
談

相

談

日

場

所

大
洲
商
工
会
議
所

5
月

6
日
（
火
）

5
月

20
日
（
火
）

内

子

町

商

工

会

5
月

7
日
（
水
）

5
月
21
日
（
水
）

濯

I

I

午
後
1
時

5
月
習
（
水
）
一
保
健
セ
ソ
タ
ー
一
ー
2
時

※
離
乳
食
実
習
は
、
午
前
1
0
時
か
ら
肱
川
町

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

◎
幼
児
教
室

日

場

所

◎
5
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

5
月
15
日
（
木
曜
日
）
か
ら

（
出
す
の
は

5
月
1
4
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・
萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪
・
大
和

肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
大
谷
・

鹿
野
川

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

5

月
13
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場
合

は
、
印
鑑
．
鑑
札
・
予
防
注
射
済
票
を

持

っ
て
来
て
ぺ
だ
さ
い
。

※印の日には、乳がん検診も同時
に行います。

>>り~火i ―_ 

日

‘, 金日• ̀  ’ ‘← 水日• ’ 、 程
杢

畠 大 J 宇旧
谷 A 和大 場

セ
公 予 川洲、ノ

夕 民 子 工縫 所
l 館 林 場製

午後 ～ 午後 時

2 1 
間時 時

◎子宮がん検診

5 
月 日
14 
日

水 程

醤 大 J ， 宇旧

谷 A 禾n大 場
セ

公 予 ム JI|洲ンノ

夕 民 子
直

工縫 所
I 館 林 場製

?: ? ; 午 午 午
？前 ？前 ？前 時

3 2 2 1 1111 1010 9 9 
時時 時時時時時時 時時

30 30 30 20 3010 間
分分分 分 分分

◎肺がん検診

〗〇 ~6 > 日
16 

日 日 日

金 ‘月--‘ ‘金--' 
程

中 郷 森 白 大

浦と 集 集 石 谷 場

集
会 会

集 公
会 会 民 所
所 所 所 所 館

午

［ 午： ［ 
午

？後 i前 時
2 1 119 
時時 時時
3030 3030 間
分分 分分

◎
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
成
人
病
検
診


